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は　じ　め　に

奈良大学　学長　石原　　潤

　本学は文学部と社会学部の２学部からなる小規模校ですが、学生諸君は全国各地から集まっています。

「まじめで、よく努力する」と言うのが、本学学生に対する一般的な評価です。しかしながら、就職活動

をした場合に、企業側からは、「おとなしくて、積極性にやや欠ける」と言う評価を頂戴する場合がありま

す。そのような評価を受けないように、本学の学生に「自立心」「行動力」「向上心」を付けさせ、社会人と

して独り立ち出来るように持って行きたいと言うのが、本事業のねらいです。

　そのため、まず学生には定期的にいろいろな場面において、「気づき」や「振り返り」の機会を与え、自

分自身の性格や能力がどのようであるかを認識させ、自分自身が今までどのような過程を経てそのような特

性を持つに至ったかを、確認させることからはじめようと言うわけです。そして、その上に立って、自分は

今後どのような人間になりたいのか、そのためにはどのような行動が必要かを認識させ、主体的、積極的に

新たな取り組みに向かうよう誘導します。その結果として、学生生活が充実し、勉学にも励み、希望する進

路をも獲得できるならば、本事業は成功であったと言うことになるでしょう。

　本事業では、以上のような趣旨に沿って、次のような授業・講座・ガイダンスを実施しました。①まず、

１年次生の必修科目として、「表現技法Ⅱ」を開講して、「気づき」と「振り返り」による自己理解とキャリ

アデザインの推進をはかりました。②他方、１・２年次生には、「キャリア形成支援ガイダンス」を月１回

定期的に実施しました。③さらに、３年次生には「就職活動支援ガイダンス」を実施して、自己分析から円

滑な就職活動への展開を図りました。④最後に４年次生に対しては、定期的な授業の形で、社会人としての

基礎的知識やマナーの習得を図る「社会人基礎研修講座」を実施しました。一部で受講者が予想よりも少な

い場合が見られましたが、おおむね初期の目的を達成できたと思われます。

　加えて本事業では、学生によるキャリアデザインの促進や就職活動の活性化をねらって、次のような試み

を行いました。①全国８カ所で保護者との懇談会を実施し保護者との連携をはかることで、学生のキャリア

デザインの促進を図りました。②「キャリア形成支援ガイダンス」の出席状況などを保護者に報告すること

で、同じ効果をねらいました。③資格取得試験や公務員試験などの対策講座への参加を促進するために、案

内パンフレットの作成等を行いました。④就職活動を終えた４年次生を、３年次生に対するアドバイザーと

して採用し、３年次生の就職活動を促進しました。⑤卒業生在職企業にアンケートを行い、本学卒業生に対

する評価を問い、本取り組みの改善に資することを目指しました。⑥最後に、取り組みの報告書を作成し、

本プログラムの内容の紹介と、その効果について公表することにしました。　

　なにぶん初年次のことでもあり、まだまだ手探りの状態ではありますが、数年後にはこれらの努力の積み

重ねが、学生諸君の意識や行動にプラスの効果を生み、彼らの進路決定にも良好な結果をもたらすものと、

関係者一同祈念しております。本報告書をご一読いただき、ご批判、ご忠告を頂戴することが出来れば幸い

です。
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１．奈良大学の取組

１－１　取組の概要

　申請書に記載した「取組の概要」は次のとおり。

『近年の意欲が低く自立出来ない学生の増加、また進路決定率の低下を踏まえ、４年間で「自立心」「行動

力」「向上心」の育成に取組む。これは単に就職のための支援だけでなく、定期的に色々な場面において

「気づき」や「振り返り」の機会を与え、積極的に自身の修学や学生生活、そして将来に対して行動を起さ

せるための取組である。具体的には、従来正課外であったキャリアデザインに関する講座を、生徒から学生

へのスムーズな移行を目指す初年次教育と連動して１年次全学必修科目として開設。また１～３年次の各年

次において、毎月１回キャリア形成支援のガイダンスを就職担当職員が実施し、後に個別相談を行う。他に

も、各種資格取得講座の充実や保護者との連携強化、また進路決定した４年次生への社会人基礎講座を積極

的に行う。学生各々が自身の「気づき」や「振り返り」をもとに、学生生活を充実させ、修学に励み、希望

する進路を獲得することを目指す。』　

　経緯について、少し補足する。

　かねてより、進路支援を担当する就職課（平成22年度４月から「キャリアセンター」に改称予定）では、

正課授業以外（例えば、課外講座、資格取得支援講座、就職ガイダンスなど）で精力的に学生の進路支援を

行っていた。その当時から、経済産業省が提唱する「社会人基礎力」を基にして、特に本学の教学の理念に

当てはめた「自立心」「行動力」「向上心」を進路支援のキーワードに掲げ、その育成に取組んでいた。しか

し、正課外の取組では、学生諸君にその重要性を十分に伝えきれず、限られた学生にしか支援が出来ていな

い状況であった。そしてこの度、その様な状況を解決するため、正課授業での取組、保護者との連携、及び

正課外支援の充実を図ることで、更に「自立心」「行動力」「向上心」の育成を目指す取組を実施するに至

り、本事業に選定されることとなった。

１－２　取組の趣旨・目的

　取組の概要でも記述したとおり、意欲が低く自立出来ない学生の増加は、将来に対しての目的意識を持た

ない学生の増加を意味することでもあり、修学ばかりでなく、課外活動を含めた学生生活全般に対しての低

意欲（消極性）にも繋がっている。そうしたことが、留年や退学、また卒業時の進路未決定の原因となって

いることは、本学としても取組むべき大きな課題である。その課題解決に向け、先ず第一に、学生それぞれ

が現在の自分や専攻する学問領域、そして自身の将来に対し、しっかりと目を向けてくれること。第二に、

「真面目だが消極的」とのイメージ強い本学学生が、そのイメージを掻き消すくらいに学生生活を積極的に

過ごし、そして目を向けた将来としっかり向かい合ってくれること。その双方の支援として「自立心」「行

動力」「向上心」の育成を図るものである。

１－３　取組の目標

　本取組では、学生が早期に自分の様々な活動における目標を、「気づき」や「振り返り」をもとに設定

し、学生生活を充実させ、自信を持って社会に出て行けることを目指している。そのため、出来るだけ多く

の「気づき」と「振り返り」の場面を設定したというのが本取組の大きな特徴である。形骸化したキャリア
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支援では、上述のとおり学生には十分にその重要性を伝える事が出来ない現状を踏まえ、色々な場面を通し

て、学生自身が「気づき」、考え、行動を起し、そして「振り返る」、このサイクルを学生生活において日常

化させることこそが重要だと考えている。学生が確実に本学で「自立心」「行動力」「向上心」を身に付け、

高い進路決定率を堅持していくことを達成の目標としている。

【本学キャリア形成イメージ】
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２．実施状況、成果および今後の課題
　前述の「奈良大学の取組」で紹介したとおり、「自立心」「行動力」「向上心」育成のための「気づきと振

り返り」の機会を積極的に学生に持たせるため、初年度の取組は概ね以下のような事業を展開した。

１．「自立心」「行動力」「向上心」育成のための「キャリア形成支援ガイダンス」の実施

２．正課授業「表現技法Ⅱ」の開講

３．社会人基礎研修講座の実施

４．保護者との連携（各地区での相談会・ガイダンス出席状況の通知）

５．就職活動支援ガイダンスの実施

６．卒業生評価調査の実施

　それぞれについての実施状況、成果および今後の課題については以下のとおり。

２－１　ガイダンスを通してのキャリア形成支援

①　実施状況・成果

　「自立心」「行動力」「向上心」育成を目的とした「キャリア形成支援ガイダンス」を１年次生と２年次生

に実施した。９月～１月の５ヶ月間、毎月１回を原則として、学生の時間割に配慮し、各年次で毎月複数回

開催し、それぞれ都合の良い時間で出席が出来るように工夫を凝らした。毎月のテーマと参加状況、理解度

については資料１・２（Ｐ７～９）のとおり。

　資料１・２（Ｐ７～９）のとおり、１年次生・２年次生いずれにおいても、参加状況（参加率）は事前の

予想を下回るものであった。本学の独自色や年次別の目的を学生諸君に提示をしたが、学生には上手く伝

わっていなかったと言わざるを得ない結果となった。

　しかしながら、参加状況の良かった学生については、自立心・行動力・向上心・協働力の成長を意識して

くれているようで、９月と１月に実施した「キャリアＵＰセルフチェックシート（内容はＰ10に掲載）」で

は、参加率の低かった学生に比べ、数値の伸びは高い結果となった。（資料３（Ｐ10）参照）

　また、その他の成果として、ガイダンスに参加した学生の感想を紹介したい。

【１年次生】

＜９月＞

・ この半年間、将来のことを何も考えずに過ごしていたので、これからは目標をもって、その目標に向かっ

て一歩一歩進んでいきたいと思います。

・ 私は今、大学生活で何をしてきて、何が成長できたのかを聞かれたとき、何を答えればいいのか分かりま

せん。あと２年少しでそれが明確に答えられるようになりたいです。

・ ４月に入学してから今までを振り返って何をしに大学に来たのかという目的を忘れていたので、もう一度

思い出してやり直そうと思った。資格をとるための勉強をしようと思った。

＜10月＞

・ 先月に比べたら、ちょっとは自分のやりたいことを行動に移し始めることが出来たから、また来月までに

は今以上に行動に移していく。

・ 学生の考える社会人と企業が求める社会人とは大きな差があることは分かっていた。自分が一緒に仕事を

したい人物像に近づけるように努力したいと思う。



－ 5 －

・ 自分の行動力の無さを実感した。一応目標とかは決まるんですが、それを行動に移す力がない。残りの時

間で行動力を養いたい。

＜11月＞

・ 今、現在、自分が目指している目標が達成できるように、色んなことに挑戦してやろうと思ったことを、

行動に移していきたいと思いました。

・ 今まで何か「ぼんやり」すごしていた学生生活だけど、今日のガイダンスで今しかできないことをしたい

という気持ちになりました。学芸員になりたいという夢も半ば諦めかけていたけど、本当にこの職に就き

たいと思いました。今日のガイダンスを受けて、すごく本当にためになりました。

＜12月＞

・ 「学生とは何か？」「何故学ぶのか？」と聞かれたとき、正直「えー？」と思いました。自分は学生なの

に、とても難しい質問だと思いました。思っているだけではダメなんだ、行動に移すことが大切なんだ、

ということを知りました。

・ 何か学生時代における自分のビジョンを少し明確にできた。史学科なので、この４年間で歴史を学んで新

たな発見や色々な探究心を養って、それを行動につなげていきたいと思った。

・ 自分がこれから何をしたいかを改めて考えるいい機会になった。就職氷河期にのみこまれないように、こ

れから自分の経験を積み上げていきたい。

＜１月＞

・ 改めて高校時代の自分と今の自分を比べることができて良かった。自分だけでは思い返そうとしないこと

を再認識させてくれる良い時間だったと思います。

・ グループディスカッションは最初は緊張していて出来なかったですが、表現技法Ⅱなどもあったので、昔

よりは出来たと思います。

・ 振り返って、「気づき」を行動に。自覚を持てた。

【２年次生】

＜９月＞

・ 夏休み中に他の学生の皆が何を考え、どのような行動をとったかなどが分かり、自分がどれほど行動を

とっていないかなどもよく分かりました。これから自分も行動していかなければいけないと思いました。

・ 自分のやったことの結果を文章にすることが少なかったので、確認するいい機会になりました。

・ 自分のしてきたことを振り返って、見直すことで少し自分に自信がもてるようになってきたと思います。

＜10月＞

・ 一ヶ月で実行できる目標を立てることにより、今から後の一ヶ月間を自分なりに有効に過ごす事が出来る

気がしました。他の人の一ヶ月で実行できる目標を知る事が出来て、私も頑張らなくてはいけないと思い

ました。

・ 一ヶ月で何が出来るのか、授業のはじめは疑問に感じていたが、続けていくことで大きなものを得られる

と確信した。本は好きですが、必死になりきれていないので、頑張って読みます。

・ 目標を立てても実行できなかったら意味がないので、今回みたいに一ヶ月でできるコトを考えてみると、

やりやすいと思う。みんなの前で発表することで、さらに実行に移そうと意欲が出る気がする。

＜11月＞

・ 一ヶ月間の自分の経験を振り返えれるいい機会をもらえて良かったです。また、再び行動の目標を立てる

ことにより自分のレベルアップにつながると思いました。
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・ 目標を変えてから勉強が少し滞っていたのですが、新たに計画が立てられてやる気が出てきました。

・ 他の人の発表を聞いて、よく考えているなと思いました。私も負けないように少しずつでもいいから１歩

ずつ進んでいけたらなと思いました。

＜12月＞

・ これから自分は何をしていかなければならないのかを、改めてこの授業を受けて考えさせられたと思いま

した。

・ 自分の経験や、力を入れたことの少なさを痛感した。

・ 木に喩えて、自分の今までのことや現在のことを書いてみて、改めて自分がどういう人間であるのか、ど

ういう性格や特徴があるのかが分かって良かったと思っています。

＜１月＞

・ 出席するまでは、面倒くさいと思うけど、最終的には「ため」になった！と思います。自分についてもっ

と考えるようにします。

・ チェックシートをした結果、１回目よりも低くなっていると思いました。項目を見ていて、やらなけれ

ばって思うのですが、実際には出来ていないことが多く、ちゃんとしないといけないなっと思いました。

思っているだけではダメなんですよね。

・ 最後の最後でこのガイダンスの大切さを理解した気がします。もっと出席していればと思いました。

②　今後の課題

　参加学生の感想や、キャリアＵＰセルフチェックシートの実施結果を見る限り、出席した学生において

は、それぞれに成果を認識しているとの結果があったと判断している。しかしながら、出席状況について

は、前述のとおり事前の予想を下回る結果となり、この出席状況を改善する必要があることは言うまでも

ない。ガイダンスのテーマや内容について、更にその目的ならびに必要性について学生に伝えていきたい

と考えている。
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【資料１】2009「キャリア形成支援ガイダンス」実施・参加状況一覧

【１年次生】

開催月 テ　　ー　　マ 対象学科 実　施　日 実施回数 参加者数（人） 参加率（％）

９月 入学しての半年間を振り返って 全学科 ９ ／ 23　㈬
９ ／ 24　㈭ ６回 135 21.2

10月 自分って？　社会って？ 全学科 10 ／ 21　㈬
10 ／ 22　㈭ ６回  82 12.9

11月 自分の学び方、生き方 全学科 11 ／ 18　㈬
11 ／ 19　㈭ ６回  87 13.7

12月 ２年次生になる前に 全学科 12 ／ ９　㈬
12 ／ 10　㈭ ６回  79 12.5

１月 １年を振り返って 全学科 １ ／ 12　㈫
１ ／ 13　㈬ ６回  47  7.4

【２年次生】

開催月 テ　　ー　　マ 対象学科 実　施　日 実施回数 参加者数（人） 参加率（％）

９月 経験を振り返って

国文・地理 ９／ 30　㈬
10 ／２　㈮ ３回

 52  8.9史・文化財 ９ ／ 29　㈫
９ ／ 30　㈬ ４回

心理・現社 ９ ／ 28　㈪
９ ／ 29　㈫ ３回

10月 １ヶ月で実行できる目標を
立てよう

国文・地理 10 ／ 14　㈬
10 ／ 16　㈮ ３回

 50  8.6史・文化財 10 ／ 13　㈫
10 ／ 14　㈬ ４回

心理・現社 10 ／ 13　㈫
10 ／ 19　㈪ ３回

11月 再び行動に移してみよう

国文・地理 11 ／ 25　㈬
11 ／ 27　㈮ ３回

 38  6.5史・文化財 11 ／ 24　㈫
11 ／ 25　㈬ ４回

心理・現社 11 ／ 16　㈪
11 ／ 17　㈫ ３回

12月 あなたを木に喩えてみよう

国文・地理 12 ／ 16　㈬
12 ／ 18　㈮ ３回

 28  4.8史・文化財 12 ／ 15　㈫
12 ／ 16　㈬ ４回

心理・現社 12 ／ 14　㈪
12 ／ 15　㈫ ３回

１月 後輩への伝言

国文・地理 １ ／ 20　㈬
１ ／ 22　㈮ ３回

134 23.1史・文化財 １ ／ 19　㈫
１ ／ 20　㈬ ４回

心理・現社 １ ／ 18　㈪
１ ／ 19　㈫ ３回
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【資料２】キャリア形成支援ガイダンス理解度一覧

　毎月の「キャリア形成支援ガイダンス」では、出席の確認と同時にそれぞれの理解度について、「良く分

かった」「まあまあ分かった」「普通」「あまり分からなかった」「全然わからなかった」の５段階で理解度を

確認した。結果は以下のとおり。

【１年次生】 （単位：人）

開催月 理　解　度 国文学科 史学科 地理学科 文化財学科 心理学科 現代社会学科 計

９月

良く分かった 5 26 3 6 8 3 51
まあまあ分かった 1 10 8 11 12 4 46

普通 0 6 2 3 12 2 25
あまり分からなかった 0 0 0 0 2 0 2
全然分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
未記入 1 4 0 2 3 1 11
計 7 46 13 22 37 10 135

10月

良く分かった 2 12 2 16 10 7 49
まあまあ分かった 1 7 1 2 6 2 19

普通 1 2 0 0 0 1 4
あまり分からなかった 0 0 0 0 1 0 1
全然分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
未記入 0 4 0 3 1 1 9
計 4 25 3 21 18 11 82

11月

良く分かった 3 15 2 6 3 4 33
まあまあ分かった 4 9 2 5 8 4 32

普通 1 3 0 0 2 0 6
あまり分からなかった 0 0 0 0 0 4 4
全然分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
未記入 0 6 3 3 0 0 12
計 8 33 7 14 13 12 87

12月

良く分かった 3 18 5 6 5 4 41
まあまあ分かった 1 11 1 5 8 3 29

普通 0 1 0 0 1 2 4
あまり分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
全然分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
未記入 0 2 0 3 0 0 5
計 4 32 6 14 14 9 79

１月

良く分かった 2 8 1 4 3 3 21
まあまあ分かった 1 9 1 0 0 1 12

普通 0 5 0 2 0 0 7
あまり分からなかった 0 1 0 0 0 0 1
全然分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
未記入 1 3 0 0 1 1 6
計 4 26 2 6 4 5 47
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【２年次生】 （単位：人）

開催月 理　解　度 国文学科 史学科 地理学科 文化財学科 心理学科 現代社会学科 計

９月

良く分かった 2 11 0 1 10 1 25
まあまあ分かった 2 4 0 2 5 1 14

普通 0 1 0 0 1 0 2
あまり分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
全然分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
未記入 0 9 1 0 0 1 11
計 4 25 1 3 16 3 52

10月

良く分かった 2 11 4 4 9 3 33
まあまあ分かった 0 1 1 2 2 1 7

普通 0 0 0 2 2 0 4
あまり分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
全然分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
未記入 0 3 1 1 1 0 6
計 2 15 6 9 14 4 50

11月

良く分かった 2 10 1 1 10 1 25
まあまあ分かった 1 2 0 0 2 1 6

普通 0 0 0 0 1 0 1
あまり分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
全然分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
未記入 0 3 3 0 0 0 6
計 3 15 4 1 13 2 38

12月

良く分かった 0 3 0 1 2 4 10
まあまあ分かった 0 2 0 1 1 0 4

普通 0 1 0 0 3 4 8
あまり分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
全然分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
未記入 1 2 0 1 2 0 6
計 1 8 0 3 8 8 28

１月

良く分かった 8 20 7 16 0 2 53
まあまあ分かった 5 13 4 6 2 2 32

普通 2 15 2 10 1 1 31
あまり分からなかった 1 0 2 1 0 0 4
全然分からなかった 0 0 0 0 0 0 0
未記入 1 5 2 5 1 0 14
計 17 53 17 38 4 5 134
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【資料３】２年次生キャリアＵＰセルフチェック結果一覧

　キャリア形成支援ガイダンスでの成果を測定するため、第１回ガイダンス（９月）と第５回ガイダンス

（平成22年１月）において、それぞれ本頁下の専用シートを用い「キャリアＵＰセルフチェック」を実施し

た。下記は第１回と第５回の両方に参加した学生（該当者28名）の集計結果。

◆第１回調査と第５回調査の両方を提出した者の集計（該当者28名） （単位：ポイント）

自立心（　/20）行動力（　/20）向上心（　/20）協働力（　/20） 合計（　/80）

第１回時調査 15.2 13.8 14.3 15.8 59.0

第５回時調査 16.1 14.9 14.9 15.8 61.6

伸び 0.9 1.1 0.6 0.0 2.6

【参考】
◆第１回・第５回それぞれの集計結果

自立心（　/20）行動力（　/20）向上心（　/20）協働力（　/20） 合計（　/80）

第１回時調査 14.8 13.9 14.6 15.5 59.0

第５回時調査 14.5 13.8 14.0 14.8 57.1

伸び －0.3 －0.1 －0.6 －0.7 －1.9

第１回（９月）時調査　該当者は56名
第５回（平成22年１月）時調査　該当者は102名

※１年次生のキャリアＵＰセルフチェックの結果については、Ｐ15に掲載
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２－２　正課授業、課外講座を通してのキャリア形成支援

①　実施状況・成果

＜表現技法Ⅱ＞

　今年度の大きな事業の一つに、１年次生全員に必修科目として、「表現技法Ⅱ」という、初年次教育

と連携したキャリアデザインのための講義を開設した。学科による人数に若干の差はあったものの、１

クラスを40名から50名で編成し、キャリアデザインの専門家による講義を実施した。これは、聞きたい

学生だけが履修するという選択科目ではなく、全入学生の受講が不可欠との意向で全学科１年次生の必

修科目とした。初年次教育からキャリアデザインへの専門的アプローチを行うことで、学生の積極的な

学生生活を送ろうというモチベーションの維持や、更なる向上を目指した。また週に一度の定期的な

「気づきと振り返り」の習慣化を図ることで、２年次生以降のガイダンスへの出席率向上に繋げる試み

とした。

　講義の内容、単位の修得状況、及び学生の授業への取組状況は資料４～６（Ｐ12 ～ 14）のとおり。

なお、学生の授業への取組状況については、ＦＤ活動として行っている授業改善アンケートの集計結果

を掲載したい。

　また、１年次生においては、この「表現技法Ⅱ」において、「キャリアＵＰセルフチェック」を実施

し、「自立心」「行動力」「向上心」成長の度合を測った。こちらは、講義での実施ということで、回収

率もよく（82.4％）、より実態に近い状況（数値）を確認することが出来たとみている。集計結果は資

料７（Ｐ15）のとおり。

＜キャリア・デザイン講座＞

　１年次生に「表現技法Ⅱ」を開設し、２年次生には「キャリア形成支援ガイダンス」、３年次生には

「インターンシップ実習」とキャリア形成に係る事業を展開した上で、最終学年である４年次生後期

に、就職課主催による社会人基礎講座として「キャリア・デザイン講座」を開講した。これは、概ね進

路が決定した学生を対象とし、社会人になる前の最低限の知識やマナーについて、単発の講演として完

結するのではなく、定期的な講義形式で学ぶことにより、社会人になることへの不安軽減を図るととも

に、入社後すぐに退職するなどの、いわゆるミスマッチの抑制も期待して実施した。今年は、かなり厳

しい状況下での就職活動を強いられた学生が数多くいたことから、早期に進路決定する学生が事前の予

想より少なく、参加を申し込みながら進路未決定のため辞退するという学生も存在した。当初申し込み

者数は27名いたものの、講座開始直前には16名にまで減少し、実際の講座に出席した学生は更に減少し

た。当初の予想では、就職環境が厳しかった故に、更に自身の成長の必要性を感じた多くの学生が受講

してくれると予想していたが、受講生が少なかったことは、学生が卒業後の自分自身をあまりイメージ

出来ていないのではないかとも見てとれる。またそれが、入社後のミスマッチに繋がらないとも言えな

い。ただ、受講学生の受講後の感想だけは、この講座の必要性を確認するいい材料となった。各回の内

容と出席状況、受講者の感想は資料８（Ｐ16）のとおり。

②　今後の課題

　まず、「表現技法Ⅱ」については、前述のアンケート結果からも、この授業の目標に対する学生側の理

解度が他の項目に比べて極めて低いことから、大きなテーマと共に具体的なテーマの設定の必要性がある

と思われる。キャリアデザインという馴染みのない事象に対して、本学学生に合ったより具体的なビジョ
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ンの提示が必要かもしれない。また、複数の講師が講義を担当するため、全講師に講義目的の徹底を図る

方法を模索したいと思う。

　また、「キャリア・デザイン講座」に関しては、一人でも多くの受講生に受講してもらいたいが、次年

度も厳しい就職環境が予想されるため、後期の開講までにどれだけの学生が進路決定をしてくれるか、ま

た、進路決定した学生に対してどれだけ有効的なＰＲができるかが大きな課題である。

【資料４】『表現技法Ⅱ』講義内容一覧

実施日 内　　　　容

第１回 ９月17日
キャリアデザインの重要性を学ぶ

70万時間の人生時間

第２回 ９月24日
ライフ・キャリア・レインボー

人生における８つの役割を考える

第３回 10月１日
自分はどんな人間？

価値観を探る

第４回 10月15日 自分の「盾（シールド）」について

第５回 10月22日
社会人基礎力を学ぶ①

社会人基礎力とは

第６回 10月29日
社会人基礎力を学ぶ②

チームワークの重要性

第７回 11月５日 ３年後になぜエントリーシートが書けないか

第８回 11月19日 新聞の効用を学ぶ

第９回 11月26日 人的ネットワークの重要性を学ぶ

第10回 12月３日 自己表現方法をについて

第11回 12月10日 グループ内での表現方法について

第12回 12月17日
10年後を予想する

キャリアデザインを描く方法

第13回 12月24日
キャンパスキャリアデザイン

自分の夢＆キャンパスライフ

第14回 １月７日 キャリアデザインの発表
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【資料５】『表現技法Ⅱ』単位修得状況

学　科　名 性別 登録数（人） 単位修得者数（人） 単位未修得者数（人） 単位修得率

国 文 学 科

男 46 37 9 80.4%

女 48 45 3 93.8%

計 94 82 12 87.2%

史 学 科

男 97 91 6 93.8%

女 67 67 0 100.0%

計 164 158 6 96.3%

地 理 学 科

男 72 63 9 87.5%

女 14 11 3 78.6%

計 86 74 12 86.0%

文 化 財 学 科

男 55 54 1 98.2%

女 59 56 3 94.9%

計 114 110 4 96.5%

文 学 部 計

男 270 245 25 90.7%

女 188 179 9 95.2%

計 458 424 34 92.6%

心 理 学 科

男 56 49 7 87.5%

女 32 31 1 96.9%

計 88 80 8 90.9%

現代社会学科

男 75 68 7 90.7%

女 11 9 2 81.8%

計 86 77 9 89.5%

社 会 学 部 計

男 131 117 14 89.3%

女 43 40 3 93.0%

計 174 157 17 90.2%

合 　 　 計

男 401 362 39 90.3%

女 231 219 12 94.8%

計 632 581 51 91.9%
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【資料６】「表現技法Ⅱ」授業改善アンケート実施結果集計表
　他の授業科目同様、「表現技法Ⅱ」についても授業改善アンケートを実施した。（回収率は83.9％）
アンケートの内容は以下のとおり。
設問１．この授業について、あなたは「教員の熱意」に満足できましたか、それとも満足できませんでしたか。
　　　１．満足　２．どちらかといえば満足　３．どちらともいえない　４．どちらかといえば不満足　５．不満足
設問２． この授業について、あなたは「授業のわかりやすさ」に満足できましたか、それとも満足できませんでした

か。
　　　１．満足　２．どちらかといえば満足　３．どちらともいえない　４．どちらかといえば不満足　５．不満足
設問３． この授業について、あなたは「教員による授業内容の準備・整理」に満足できましたか、それとも満足できま

せんでしたか。
　　　１．満足　２．どちらかといえば満足　３．どちらともいえない　４．どちらかといえば不満足　５．不満足
設問４．あなたはこの授業の内容について、どの程度、理解できたと思いますか。
　　　１．ほぼ理解できた　２．７割くらいは理解できた　３．半分くらいは理解できた　４．３割くらいは理解できた
　　　５．ほとんど理解できなかった
設問５．あなたはこの授業の目標について、どの程度、理解できたと思いますか。
　　　１．目標が理解できた　２．だいたい目標を理解できた　３．あまり目標が理解できなかった
　　　４．全くわからなかった
設問６．この授業を受講するに当たって、シラバスは役に立ちましたか、それとも役に立ちませんでしたか。
　　　１．役に立った　２．どちらかといえば役に立った　３．どちらともいえない
　　　４．どちらかといえば役に立たなかった　５．役に立たなかった
設問７．この授業への出席率はどのくらいでしたか。
　　　１．９割以上　２．７割以上９割未満　３．５割以上７割未満　４．３割以上７割未満　５．３割未満
設問８．この授業について、週あたりの予習・復習時間は、平均してどれくらいでしたか。
　　　１．２時間以上　２．１時間から２時間程度　３．30分から１時間程度　４．30分未満だが少しはやった
　　　５．全くしていない
設問９．この授業について、総合的に見て満足できましたか、それとも満足できませんでしたか。
　　　１．満足　２．どちらかといえば満足　３．どちらともいえない　４．どちらかといえば不満足　５．不満足

※それぞれの設問の回答について、１を５ポイント、２を４ポイント、３を３ポイント、４を２ポイント、５を１ポイン
トと換算し、クラス毎の平均値を算出した。ただし、設問５のみ平均値を４ポイントを満点で計算。（単位：ポイント）

№ クラス 学　　科 担当者 回収数 設問１ 設問２ 設問３ 設問４ 設問５ 設問６ 設問７ 設問８ 設問９

1 ⅡＡ① 国 文 学 科 Ａ 47 4.31 4.00 4.26 3.87 2.95 3.56 4.51 1.72 4.00

2 ⅡＡ② 国 文 学 科 Ｂ 36 4.08 3.64 4.06 3.72 2.94 2.65 4.25 1.47 3.78

3 ⅡＢ① 史 学 科 Ａ 53 4.23 3.98 4.07 3.88 3.12 3.47 4.70 1.47 3.95

4 ⅡＢ② 史 学 科 Ｂ 49 4.20 4.06 4.22 3.92 3.06 3.20 4.54 1.53 3.92

5 ⅡＢ③ 史 学 科 Ｃ 50 4.24 3.98 4.24 3.94 3.08 3.54 4.66 1.45 3.94

6 ⅡＣ① 地 理 学 科 Ｄ 31 4.65 4.52 4.61 4.23 3.29 3.42 4.39 1.29 4.23

7 ⅡＣ② 地 理 学 科 Ｃ 32 4.56 4.50 4.56 4.41 3.47 3.81 4.44 1.84 4.47

8 ⅡＤ① 文化財学科 Ｄ 51 4.29 4.31 4.31 4.18 3.27 3.37 4.51 1.12 4.10

9 ⅡＤ② 文化財学科 Ｃ 45 4.53 4.36 4.44 4.22 3.29 3.25 4.56 1.76 4.42

10 ⅡＥ① 心 理 学 科 Ａ 34 4.33 3.97 4.21 4.03 3.12 3.27 4.18 1.61 4.03

11 ⅡＥ② 心 理 学 科 Ａ 37 4.38 4.22 4.43 4.11 3.11 3.38 4.38 1.25 4.35

12 ⅡＦ① 現代社会学科 Ｄ 30 4.14 4.13 4.07 3.97 3.04 3.86 4.40 2.07 3.86

13 ⅡＦ② 現代社会学科 Ｂ 35 4.20 4.11 4.34 3.83 3.00 3.66 4.23 1.86 4.23

合　　　　　　計 530 4.32 4.14 4.29 4.02 3.13 3.42 4.44 1.57 4.10
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【資料７】『表現技法Ⅱ』における１年次生　キャリアＵＰセルフチェック結果一覧

（単位：ポイント）

自立心（　/20） 行動力（　/20） 向上心（　/20） 協働力（　/20） 合計（　/80）

９月 １月 伸び 9月 １月 伸び ９月 １月 伸び ９月 １月 伸び ９月 １月 伸び

国 文 学 科
（69名） 14.0 14.3 0.3 13.0 14.2 1.2 13.0 13.7 0.7 14.2 14.6 0.4 54.2 56.8 2.6

史　 学　 科
（151名） 13.8 14.3 0.5 12.8 13.6 0.8 12.7 13.5 0.8 14.3 14.9 0.6 53.6 56.3 2.7

地 理 学 科
（61名） 13.4 14.5 1.1 12.4 13.6 1.2 12.2 13.1 0.9 13.6 14.1 0.5 51.5 55.4 3.9

文化財学科
（106名） 13.8 14.7 0.9 12.6 13.8 1.2 12.9 13.7 0.8 14.2 15.1 0.9 53.6 57.3 3.7

心 理 学 科
（68名） 13.4 13.9 0.5 12.8 13.8 1.0 12.5 13.0 0.5 14.6 14.8 0.2 53.3 55.4 2.1

現代社会学科
（66名） 12.5 13.5 1.0 12.6 13.5 0.9 12.3 13.1 0.8 13.8 14.5 0.7 51.3 54.7 3.4

合　　　　計
（521名） 13.6 14.2 0.6 12.7 13.7 1.0 12.7 13.4 0.7 14.2 14.7 0.5 53.1 56.1 3.0

※（　　）は、チェックシート回収数

【参考】キャリア形成支援ガイダンス高出席率者（４回以上の出席／５回中）データ

自立心（　/20） 行動力（　/20） 向上心（　/20） 協働力（　/20） 合計（　/80）

９月 １月 伸び ９月 １月 伸び ９月 １月 伸び ９月 １月 伸び ９月 １月 伸び

該当者36名 14.1 14.7 0.6 12.7 13.5 0.8 12.5 13.9 1.4 14.8 15.7 0.9 54.1 57.8 3.7
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【資料８】キャリア・デザイン講座 講義内容・参加人数及び参加者の感想

回 日　　程 内　　　　　　　容 参加人数

１ ９月17日 ㈭ 奈良大学卒業生に期待するもの（理事長から激励）／社会人基礎力をつけよう！ ８人

【感想】
①自分の強みと弱みを再認識できました。
② 社会人基礎力として、自分にどのような力があるか、又これから伸ばしていくべき力は何であるかに気
づけた。
③自分の社会人基礎力の程度が分かった。
④理事長の熱意を感じとることが出来て良かった。
⑤ 卒業生としての心意気と、社会に出てからプレゼンテーションなどの発表をする際の話し方が習得でき
たと思う。
⑥短時間の中でも、相手に自分の意思をまとめ伝えられるようになりたいと思いました。

２ ９月24日 ㈭ マナーとは、学生と社会人の違い、良識について ２人

【感想】
① できるつもりでもできない事が多いと思うので、そういった事を多く見つけていきたいです。思考を整
理する速度を上げたいと思います。
②正しい挨拶の仕方について、まだ全くできていませんが、頭では理解できたと思います。

３ 10月１日 ㈭ 来客対応、席次、訪問マナー、名刺交換、電話対応をマスターしよう ５人

【感想】
① 来客対応、訪問マナー、名刺交換、電話対応など、実際に使えないと困るようなことを学ぶことでき、
今後は自然にできるようになっていきたいと思います。
②今日の体験は、本で学んでも直に体験することは学生では無いので、とても良い経験になりました。
③ 電話応対など、言い慣れていない言葉を使ったので、どうしても途中で言えなくなってしまったので、
社会に出るまでに、スラスラ言えるようになりたいと思いました。
④電話応対の時の疑問が解決してよかったです。
⑤ 名刺交換のロールプレーイングが体験出来て良かったです。電話応対を学べたので、アルバイト先でも
実際に練習してみようと思います。

４ 10月15日 ㈭ 人生における役割について知る　－10年後の私－ ５人

【感想】
①将来の自分の姿を思い描くのはまだ難しいが、はっきりとした目標を早く設定していきたい。
② ライフキャリアレインボーを基に、自身の人生を考えてゆくことは大切だと思う一方で、まだピンと来
ない所もありました。今後、このバランスを思い返しながら、自身のキャリアについて考えつつ生活し
ていこうと思います。
③働く意識が自分に少ないことが分かった。定年後・労働時間について考えた時、自分は甘いと感じた。
④ 自分の将来について、10年後というリアルな想定で考えることが出来ました。結婚や出産、働くといっ
たことは、まだまだ遠い将来のことだと思っていたけれど、そんな事はないですね。
　 自分の人生においての役割を組み合わせて考えることで、人生への満足感を感じるようにするというこ
とを学べた。
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回 日　　程 内　　　　　　　容 参加人数

５ 10月22日 ㈭ 活躍する卒業生　　大学生から「出来る社会人」へ ４人

【感想】
①理解しているつもりでも、学生気分の私に気付きました。このような機会は３年生に与えるべきです。
② 私自身、今は入社する会社への不安感や、学生気分を感じる中、どうすればよいか悩んでいました。今
日は、その気持ちへの答えを聞けたと思います。
③ 学生のままいたい、と思っていても先輩方のようにご立派に働いていけるだろうか、と少し不安に思い
ましたが、お二人のように全力で頑張りたいと思います。
④今後の将来設計に役立てたい。

６ 10月29日 ㈭ 自分を知る　－自分の行動特性や性格特性をつかみ今後の改善目標を発見する－ ２人

【感想】
① 就職活動を通して感じる自分の性格や特徴の見えなかった点、今から改善しようとする点も明確に分か
りました。未知の能力が90％もあるというのは、本当に大きな可能性だと思いました。
②自分の未知の部分も少しずつ理解できるようになりたい。また自分のこともしっかりと理解したい。

７ 11月19日 ㈭ 発信力、傾聴力、働きかけ力を養う  －説得ではなく納得－ ４人

【感想】
①リーダーをやってみて、確認の重要さが分かりました。
②ディスカッションにおいて、確認が重要であることを学びました。
③ グループディスカッションでは、意見を出したり、人の意見を聞くことも大切だが、確認しながら話を
進めることが大切だということが分かった。
④確認作業がやはりグループの上で大事な作業だと思う。理由に対する説明力も欠けていたと気付いた。

８ 11月26日 ㈭ 自己表現にチャレンジ ５人

【感想】
① 楽しみながら自己分析ができました。自己紹介をしあい、知らない人がどんな人なのかを想像して、ワ
クワクしました。面白みのない自己紹介を就職活動ではしていたので、会社に入って自己紹介するとき
は、従業員の方々がビビッとくるような文句を考えたいです。
② 「20の私」を書いている時点で、「私、こんなに自分のことが書ける」と思いました。就職活動のおか
げだと思います。ただ、自分を相手に伝えることは、まだうまくできないと感じました。
③ 自分がネガティヴなのが分かった。でも、前より前向きな自分になったと気付けた。今と昔の自分の変
化に気付くことが出来たので、もっと自分を向上させたいと思う。
④ １年生の頃は、短所だらけだと思っていた自分が、４年生になると長所の方が多いと感じていることに
驚き、自分の成長が分かりました。新発見が多くて、授業が楽しいです。
⑤ 「20の私」を長短や内外に分類することで、自分が無意識に捉えている私（内面を重視する等）を知る
事が出来たのではないかと思います。

９ １月７日 ㈭ 良いコミュニケーションをするには？　交流分析・エコグラム・ブレーンストーミング ２人

【感想】
① 人の心には５つの領域があって、どの場面でどの領域を強く出すかが大切だ、ということが分かった。
社会に出ても、マイナス評価が下ることを恐れず、直に発言する方がプラスになることが多い、という
ことが分かった。
② 交流分析の中の５つの心のパターン分けが難しかった。この５つのバランスが大事だと感じた｡ 講師の
方の話を聞いて、これから自分のプラス面に自信を持って、今以上に成長していきたい。
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回 日　　程 内　　　　　　　容 参加人数

10 １月14日 ㈭ ディスカッション＆プレゼンテーション ５人

【感想】
① 以前学んだ、ディスカッション途中の「まとめ」挿入を意識的に行うことで、確認することはきちんと
できたと思います。一方で、話の流れに計画性や展開のスムーズさが欠けていました。
② ディスカッションをしてみて、聞くことに集中すると積極性に欠けるといった自分に気付いた。自分に
足りないものが分かった気がした。
③ ディスカッションの仕方を改めて習得できました。いろいろな人の前で話すのは苦手ですが、聞く相手
によって例を変えるのは、これからも使っていきたいです。
④ グループワークなどやディスカッションは、本当にためになると分かった。色んな練習の機会になると
思うし、大切にしたい。
⑤ グループディスカッションでは、似た意見をグルーピングするとわかりやすい、ということを教わり、
それを意識したグループディスカッションが出来たと思います。

11 １月21日 ㈭ ポジティブ思考を身につけよう　及び　まとめ ８人

【感想】
① 「自己概念」の明確化は、他の人にとっても当たり前だと思いがちだったので、人の立場に立った丁寧
な説明、これは日頃から意識します。
② 頭の中をやわらかくするようなトレーニングでした。肯定的か否定的に捕らえることで、良くも悪くも
変化していく。今の自分より上を目指すためには、悪いことでも前向きに考えていこうと思った。９月
～１月まで本当にありがとうございました。改めて自分を見直すことが出来ました。ここで受けたこと
をどんな形でも発揮していきたいです。
③ 相手に言ったことを受け入れ、そこに自分の意見をプラスするとアイデアが広がるということを学ん
だ。人の言うことを真に受けて、落ち込むことが多いので、今日学んだストレスコントロールを頭にお
いて働こうと思った。
④ 他者の意見を肯定しながら話していくことは、とても楽しかったです。そう思えたことが、１つのポジ
ティヴ思考につながるのではないかなと思いました。
⑤ 毎回、授業で色々なテーマで話したり考えたりした事は、今後の人生でもとても役立ってくると思いま
す。楽しみにしていた授業が今日で終わってしまうのは寂しいですが、学んだことをしっかりと活かし
て、10年後には立派な社会人として胸を張って生きていきたいです。
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２－３　保護者との連携を通してのキャリア形成支援

①　実施状況・成果

＜保護者との懇談会＞

　学生のキャリア形成にとって、学生のことを一番良く知る家族の協力は不可欠であるとの考えから、

保護者との連携を模索した。先ず、保護者に学生の現状を正確に知っていただくことを目的に、全国８

会場で保護者との懇談会を実施した。懇談会では、就職状況や環境、また資格取得に関する情報などの

全般的な説明のほか、個別での進路相談を行った。個別に各学生の現状を伝えることで、家庭でのキャ

リアに関する対話の時間を設けてもらい、家庭内で気づきと振り返りの機会拡大を図った。参加保護者

からは、大学での様子が伺え参考になるとの声が多く、より学生の進路に興味関心を持っていただけた

のではないかと思う。懇談会の実施状況、参加者数（資料９）、参加者の感想は以下のとおり。

【資料９】保護者のつどい実施・参加状況一覧

実施地区 実施日 会　　場 参加組数 参加人数 相談件数

静　岡 ９月６日㈰ 静岡グランドホテル中島屋 14 20 6

高　松 ９月12日㈯ 高松国際ホテル 19 28 6

東　京 ９月13日㈰ 東京グランドホテル 10 17 4

福　岡 ９月26日㈯ クリオコート博多 29 44 5

名古屋 ９月27日㈰ 名古屋ガーデンパレス 12 18 9

広　島 ９月27日㈰ 広島ガーデンパレス 21 32 13

金　沢 10月３日㈯ スカイホテル金沢 19 26 9

奈　良 10月４日㈰ 奈良大学 75 110 20

合　　　　　　計 199 295 72

【参加者の感想】

・ 親子共々無知なため、就職情報について、もっと知りたい。

・ 相談をしたが、回答が具体的でない。

・ 学生と就職課との個人面談があると聞いてホッとしました。

・ 就職のことに対して、親としてどのようにかかわったらいいか心配なこともありましたが、方向性も分

かり、子ども共々頑張っていけそうで、この会に参加できてとても良かったです。

・ 就職情報について、もっと詳しく知りたいです。

・ 卒業生とも話が出来て良かったです。

・ 相談も丁寧に説明されよく分かりました。
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・ 就職状況等、就職に関することをもっと具体的に知りたい。

・ 学生の進路指導（アドバイス）を親として、どう対処するかのテーマに主眼を置いて貰えれば良いと思

います。

・ 公務員講座等の情報を知ることができるので、このような会は非常に有意義だと感じました。

・ 就職に導いてもらえる話を聞いて、親も子どもの力になればと思います。

・ 相談で話をよく聞いてくださり、少し安心しました。

＜保護者へのガイダンス参加状況通知＞

　上記の保護者との懇談会の他に、保護者との連携として、全１～３年次生の詳細なガイダンス情報を

提供することとした。具体的には、前述２－１で記載した「キャリア形成支援ガイダンス」の出席状況

並びにキャリアＵＰセルフチェックの結果を保護者に通知するといったものである。通常の授業であれ

ば成績をもとに授業への出席状況は確認いただけるものの、キャリア形成の個人の状況は保護者に知っ

ていただくことは難しい。そこで上記のような通知を行うことも家庭での（帰宅後や帰省の際）対話機

会の拡充、また学生の気づきと振り返り機会の増加が図れると考えた。９月から１月の毎月のキャリア

形成支援ガイダンスの出席状況通知に関しては、それほど大きな反響はなかったものの、数件の問合せ

から、こういう機会（ガイダンス）を大学が設けていることをご存知でない保護者や、学生が出席して

いると思っておられたのに、全く出席していないことを知られた保護者からは、大変貴重な情報である

との意見を得ることが出来た。次年度のガイダンスの出席につながることを是非期待したい。

②　今後の課題

　まず、保護者との懇談会では、参加いただいた保護者の数が全学生の10％にも満たない現状を考える

と、更に家庭での気づき・振り返りの機会を提供することの重要性をアピールする必要があるとも言え

る。あわせて、参加いただけなかった保護者へも更に詳細な情報提供が必要であると思われる。

　また、ガイダンス出席状況通知に関しては、その後の機会設定が重要であることから、協力の依頼を更

にしていく必要があると思われる。それに加え、保護者からの相談を懇談会だけでなく、もっと多様な形

で受けていく工夫も必要である。
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２－４　就職活動支援

①　実施状況・成果

＜就職活動支援ガイダンス＞

　従前より就職活動を控える３年次生を中心に、就職活動の展開方法等のガイダンスを実施していた

が、本年度から内容、開始時期等を刷新して実施することにした。出来るだけ外部講師の講演や指導の

実施回数を増やし、臨場感を出せる工夫を試みた。実施日時、内容については、資料10（Ｐ22）のとお

り。

　いずれのガイダンスについても、学生の参加状況は当初の予想を上回る参加者数で、自身の進路への

意欲を伺い知ることができた。しかし、反面、それだけ不安な要素を抱えて就職活動に臨む学生の存在

が多い結果と取れたが、１月、２月に実施した模擬面接会では、差し迫る危機感とは裏腹に、明らかに

準備不足の学生が多数見てとれた。参加学生のガイダンス毎の理解度、及び参加しての感想は資料11

（Ｐ23 ～ 31）のとおり。

＜キャリアサポーターの設置＞

　就職活動を控える学生にとって、一番身近な相談者でもあり、就職活動の直近の体験者でもある先輩

（４年次生）を、就職活動のアドバイザー（呼称：キャリアサポーター）として就職課内に常駐するこ

とにより、就職課利用の促進を図った。就職活動予定者が最も就職課を利用する９月中旬から11月上旬

まで、曜日毎に異なる男女１名ずつ（計10名）の、積極的に就職活動を行った４年次生に常駐しても

らった。その結果、昨年度の同時期と比較して相談者数が約27％増加（378名→481名）した。経済状況

悪化に伴う就職環境への危機感の影響も増加の原因ではあるが、予想を上回る相談件数となった。（資

料12（Ｐ32）参照）

　また、キャリアサポーターとして参加してくれた４年次生については、自らが後輩の手本として率先

して行動するなどの相乗効果が見込まれ、より一層の能力向上に努めてくれることを期待した。キャリ

アサポーター 10名に実施後行ったアンケートの集計結果は資料13（Ｐ33 ～ 37）のとおり。

　資料13の集計結果からも社会に出る前の心境と、個人の成長意欲がよく伺え、就職課の利用状況、

キャリアサポーターの能力向上に大きな成果を生んだと見ている。

②　今後の課題

　就職活動支援としては、例年の就職環境が大きく影響するため、一概に成否の判断は難しいところであ

るが、ガイダンスの出席状況については概ね盛況と言っていい状況であった。ただ、ガイダンス後の学生

を見るかぎり、短期集中での指導では、十分なところにまで到達する者が少なく、準備不足の状態で実際

の就職活動に臨む学生が多いようにも伺えた。最終の進路決定の結果を見て判断することとしたい。
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【資料10】就職ガイダンス実施・参加状況一覧

実施日 内　　　　　容 講  師（業者） 参加人数
（人）

９月14日 月 企業講演会　企業が求める人材とは 日本写真印刷㈱ 171

９月28日・29日 月・火 ３年次生対象緊急ガイダンス　－今後の活動の重要性－ 就職課 357

９月29日 火 2011就職活動予想（キャリアガイド後期版配布） ㈱学研メディコン 417

10月６日 火 就職情報サイト（リクナビ）の活用方法 ㈱リクルート 276

10月13日 火 仕事・職種・業界研究について ㈲人事ルーム 354

10月20日 火 自己分析について ㈲人事ルーム 361

10月～ 12月 学科担当者との個人面談の実施

11月10日 火 ４年次生就職活動体験報告会 進路決定４年次生＋
㈱毎日コミュニケーションズ 178

11月17日 火 U・I ターン就職　成功のかぎとは？ ㈱アイバック 171

11月24日 火 履歴書・エントリーシートの書き方 ㈲人事ルーム 363

12月１日 火 リクルートスーツの上手な選び方・着こなし方 ㈱ラガゾット 234

12月８日 火 面接における実践的マナー トータルマナー㈱ 304

12月15日 火 履歴書・エントリーシートの書き方（まとめ） ㈱毎日コミュニケーションズ 273

１月12日 火 女子学生のためのメイク講習会（女子学生限定） ㈱コーディネーションフォーラム 79

１月10日 日
企業人事担当者による模擬面接指導 ㈲人事ルーム 135

２月11日 祝

１月25日 月 ３年次生緊急ガイダンス　－後期試験後の活動－ 就職課 135
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【資料11】就職活動支援ガイダンスの理解度及び感想

≪就職講演会　企業が求める人材とは≫

実施日：平成21年９月14日（月）

会　場：Ｃ205教室

講　師：日本写真印刷㈱　コーポレート総務本部

　　　　人事部採用グループ長　　髙村　克哉　氏

理解度学部別集計結果表 （単位：人）

学部 良く分かった まあまあ
分かった 普通 あまり

分からなかった
全然

分からなかった 無記入 参加人数
合計

参加率
（％）

文 55 30 11 4 0 12 112 23.7%

社会 29 7 16 2 0 5 59 29.6%

計 84 37 27 6 0 17 171 25.5%

参加学生感想

● 企業のために必要な人材、人の長所、短所を知り、それを生かすための方法が少しですが分かってきた気

がします。

● 企業が求める ｢積極的｣ な人材とその間に存在する ｢距離｣、その事について判り易く説明し、我々が企

業に対しどう関わっているかを示し、本質を見抜く大切さといったものが参考になった。

● ｢決断力｣ という言葉の重みを改めて痛感しました。頭の中で何かをしたいと思っていても実際にそれを実

行に移さなければ何も始まらない。就活でも進学においてもそのことは最も大切な要素だと思いました。

● 目的と目標の違いに差があるとは思わなかったし ｢何のために…｣ についてこれからも考えていかなけれ

ばならないと思った。

● 今日の話を聞いてもっと真剣に就職に対する事を学ばなければいけないと思った。

● 就職活動の一つのキーワードとして ｢出会い｣ が大切だと感じました。積極的に自分から一歩踏み出すこ

とが大事だと思った。就職活動＝恋愛、なるほどと思った。

≪2011就職活動予想≫

実施日：平成21年９月29日（火）

会　場：講堂

講　師：㈱学研メディコン　事業統括本部　特販部長　　大西　純一　氏

理解度学部別集計結果表 （単位：人）

学部 良く分かった まあまあ
分かった 普通 あまり

分からなかった
全然

分からなかった 無記入 参加人数
合計

参加率
（％）

文 134 69 28 1 0 50 282 59.7%

社会 61 28 26 0 0 19 134 67.3%

計 195 97 54 1 0 69 416 62.0%
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参加学生感想

● しっかりとした意識をもたせていただくことが出来た。あせり、厳しいという感覚があるが、楽しいとい

う感覚さえ芽生えてきて本当にありがたかった。

● ｢出来ないような仕事は与えられない｣ という言葉を聞いて、仕事に対するイメージが変わった。どんな

仕事でもがんばろうと思えるようになった。

● 大変参考になる講義だった。ただ ｢早くしろ｣ ｢やばいぞ｣ ではなく、“考え方”と実例でもって話してく

ださるので、希望の見える１時間20分になった。

● ｢チャンスは必ずある｣ と思って全力で努力していきたいと思いました。企業が ｢ほしい｣ と思うような

人になる努力をしていきたいと思います。

● このガイダンスを聞いてフリーターには絶対なってはいけない、必ず就職しなければならないということ

がよくわかりました。

● 厳しい就活の状況は嫌というほど聞いていたけど、日本の明るい将来の可能性を話されていたので、少し

気が楽になった。今、自分にできることをしっかりやろうと思った。

≪就職情報サイトの活用方法≫

実施日：平成21年10月６日（火）

会　場：講堂

講　師：㈱リクルート　ＨＲカンパニー　　秋田　隼人　氏

理解度学部別集計結果表 （単位：人）

学部 良く分かった まあまあ
分かった 普通 あまり

分からなかった
全然

分からなかった 無記入 参加人数
合計

参加率
（％）

文 77 48 27 2 1 29 184 39.0%

社会 33 26 16 1 　0 13 89 44.7%

計 110 74 43 3 1 42 273 40.7%

参加学生感想

● リクナビを登録したがエントリーはまだできていなかったので、今回活用情報を得ることができ参加して

よかったと思う。積極的に行動していかなければならないと感じた。

● ｢会社選びの軸を知る｣ のワークシートがとても良かったです。これからも自分でノートをつくるなどし

てやっていきたいと思います。

● 実際の社会人である人からの就職環境の話はどんなニュースよりも自身に響いた。

● 企業などが重視するのは社会の意欲・人柄、今後の可能性が見られることがわかった。

● 正直、エントリーというのをあまり良く理解していなかったので、今回の説明会はためになりました。

● 行動をすると必ず就職につながる。
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≪仕事・職種・業界研究ガイダンス≫

実施日：平成21年10月13日（火）

会　場：講堂

講　師：㈲人事ルーム　　代表取締役　　北住　泰孝　氏

理解度学部別集計結果表 （単位：人）

学部 良く分かった まあまあ
分かった 普通 あまり

分からなかった
全然

分からなかった 無記入 参加人数
合計

参加率
（％）

文 118 53 22 2 0 41 236 50.0%

社会 51 33 18 0 0 16 118 59.3%

計 169 86 40 2 0 57 354 52.8%

参加学生感想

● 面接というものの実態、企業研究の重要性、要点がよく解った。はっとするような目から鱗のガイダンス

だった。

● 業種だけで選ぶのではなく、自分のライフスタイルなども考えて企業を見なくてはならないと分かった。

● 一般職と総合職の違い、採用職種についてわかりやすいレジメと解説でした。

● 自己分析についてよくわかりました。｢なぜ｣ ということをはっきりさせるようにしていこうと思います。

● ｢やりたいこと＝何が出来るかということ｣ これは知らなかった。その他、いろいろ勉強になることを聞

くことが出来た。

● 特殊な仕事と民間への就職活動を平行していった人の話が聞けて良かったです。

≪自己分析について≫

実施日：平成21年10月20日（火）

会　場：講堂

講　師：㈲人事ルーム　　代表取締役　北住　泰孝　氏

理解度学部別集計結果表 （単位：人）

学部 良く分かった まあまあ
分かった 普通 あまり

分からなかった
全然

分からなかった 無記入 参加人数
合計

参加率
（％）

文 93 62 22 0 0 44 221 46.8%

社会 59 30 14 0 0 27 130 65.3%

計 152 92 36 0 0 71 351 52.3%

参加学生感想

● 自己分析のやり方に悩んでいたのでとてもためになりました。

● １分や２分話すことがいかに難かしいかということを痛感しました。自己分析をしっかりとしたいと思い

ました。

● 自己分析では、経験したことだけでなく身につけたことを考えることが必要だということがわかった。

● 今日は課題がわかりやすくやりやすかったです。自分が楽しかったことが企業が聞きたいことと違うとい
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うことを、身をもって知ったことです。気づいただけ良かったと思います。

● 自己分析と自己ＰＲは全く違うという事を聞けて非常に良かった。自分を見つめ直す機会ができた。

● 知らない人と話すことで気づくことがありました。

≪４年次生就職活動体験報告会≫

実施日：平成21年11月10日（火）

会　場：Ｃ102教室

司　会：３年　心理：山口　佑香

講　師：４年　国文：大岡　由実　　史：牛島　良太　　地理：大町　唯　　人間関係：中筋　勇一

ゲスト：㈱毎日コミュニケーションズ　大阪支社　就職情報事業本部　　山根　万裕子　氏

理解度学部別集計結果表 （単位：人）

学部 良く分かった まあまあ
分かった 普通 あまり

分からなかった
全然

分からなかった 無記入 参加人数
合計

参加率
（％）

文 70 32 8 0 1 6 117 24.8%

社会 31 14 7 0 0 9 61 30.7%

計 101 46 15 0 1 15 178 26.5%

参加学生感想

● 私もアルバイト先の先輩によく話を聞いていたのですが、その先輩とはまた違った話を聞けたので非常に

よかったです。ありがとうございました。

●  Uターン就職についてのアドバイスはすごくためになった。

● 何か行動におこす事が大切である。

● 先輩たちの話はとてもリアルで、どういう順序でなにをするかなどがわかりやすかった。

● いろいろなスタイルの活動報告を拝聴できてよかった。この報告会を企画・運営して下さった３年生の皆

さんに感謝します。

● “今からでも間に合う”という感じのメッセージが伝わってきました。筆記試験の勉強が大切だとおっ

しゃっていたのでこれからがんばります。

≪Ｕ・Ｉターン就職　成功のかぎとは？≫

実施日：平成21年11月17日（火）

会　場：Ｃ102教室

講　師：㈱アイバック

　　　　　営業統括本部・営業企画部リージョナルマネジャー　　安田　昌功　氏
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理解度学部別集計結果表 （単位：人）

学部 良く分かった まあまあ
分かった 普通 あまり

分からなかった
全然

分からなかった 無記入 参加人数
合計

参加率
（％）

文 69 26 14 0 0 20 129 27.3%

社会 21 10 7 0 0 4 42 21.1%

計 90 36 21 0 0 24 171 25.5%

参加学生感想

● 頭の痛いお話でした。地方の企業は魅力があると感じました。予算を立てておくことの重要性を知りまし

た。

●都市と地元では就職状況が全く違うということを知れてよかった。とにかく量をこなしたい。

●とてもわかりやすい説明だった。量こそが質、自信を支えるのは可能性と夢！という言葉が残りました。

●親との関係も重要…

● ｢落ちることがあたりまえ｣ だと聞いて、モチベーションが少し上がりました。

●就活には、家族関係も大事ですね。一人でやるものやと思っていたので驚きました。

≪履歴書・エントリーシートの書き方ガイダンス≫

実施日：平成21年11月24日（火）

会　場：講堂

講　師：㈲人事ルーム　代表取締役　　北住　泰孝　氏

理解度学部別集計結果表 （単位：人）

学部 良く分かった まあまあ
分かった 普通 あまり

分からなかった
全然

分からなかった 無記入 参加人数
合計

参加率
（％）

文 144 58 19 0 0 39 260 55.1%

社会 45 29 13 0 0 15 102 51.3%

計 189 87 32 0 0 54 362 53.9%

参加学生感想

● 自己ＰＲ、課外活動、志望動機の全ての欄はつながっている。単体で書いていかない。つなげることが大

切。

●エントリーシートを書く前にやるべきことがわかったのでこれからすぐに動きたい。

● 自分が何をするべきか良く分かりました。今すぐ自己ＰＲと志望動機とをつなげられるように試行錯誤し

ていきたいと思います。

●これから自分の人生と向き合ってそれを文字にしていく大事さがわかった。

● 今までのワークシートの積み重ねがこのエントリーシートにつながることがよくわかった。伝えたいこと

と、企業側が聞きたいことがわかった。

●詳しい説明だったのでよかったです。でていなかったら損していたかも。
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≪リクルートスーツの上手な選び方・着こなし方ガイダンス≫

実施日：平成21年12月１日（火）

会　場：Ｃ102教室

講　師：㈱ラガゾット（オーダースーツ専門店ツキムラ）

　　　　　ツキムラ本部企画　　田中　利之　氏

理解度学部別集計結果表 （単位：人）

学部 良く分かった まあまあ
分かった 普通 あまり

分からなかった
全然

分からなかった 無記入 参加人数
合計

参加率
（％）

文 65 45 30 9 1 19 169 35.8%

社会 17 24 16 6 0 2 65 32.7%

計 82 69 46 15 1 21 234 34.9%

参加学生感想

● 私はまだスーツを用意していないのですごく勉強になり、これから選ぶので今日聞いたことを参考にした

いと思います。ありがとうございました。

● スーツのサイズや素材などによって印象が変わることがわかり、第一印象が大切なことも教えていただ

き、購入の目安となりました。

● リクルートスーツの正しい着方、手入れの仕方についてわかった。家で着てみて確かめてみようと思っ

た。

● レディースの具体的な説明があればもっと助かりましたが、身だしなみに気を配る意義がわかってよかっ

たです。ありがとうございました。

● スーツによって企業の面接官の印象を左右するものだと思い、着こなせることによって内定がとりやすく

なるのだと思い、見た目が９割ということがいかに重要なのかわかりました。

●第一印象の大事さがよくわかり、服装の好感なども重要だと思いました。

≪面接における実践的マナー≫

実施日：平成21年12月８日（火）

会　場：講堂

講　師：トータルマナー㈱　関西作法会　　代表取締役　　田野　直美　氏

理解度学部別集計結果表 （単位：人）

学部 良く分かった まあまあ
分かった 普通 あまり

分からなかった
全然

分からなかった 無記入 参加人数
合計

参加率
（％）

文 123 42 7 0 0 39 211 44.7%

社会 57 17 9 0 0 13 96 48.2%

計 180 59 16 0 0 52 307 45.8%
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参加学生感想

● 頭でわかっていても自分が実際に立って動いてみると全然できなくてびっくりでした。面接では日々の実

践あるのみと思いました。

● 面接だけでなくこれからずっと続くマナーについて学べた。自分自身を向上していこう。

● 秘書検定の講座を受けていたので、お辞儀や言葉遣いのマナーがある程度わかったので、少し自信がつき

ました。もっと磨きをかけていこうと思います。

● 自分の甘さを認識した。面接の答え方は多少勉強していたが、マナーについて全く勉強していなかった。

もっと前の席に行けばよかったです。

● マナー講座ではなく“実践的”マナー講座というだけあって、すぐに使える有益な情報が得られたと思い

ます。模擬面接の質問内容の解説も良かったです。

● 聞きやすい印象をもちました。講師の方は危機感をつのらせることなく「やる気」にさせる、やはりプロ

であると感じました。

≪履歴書・エントリーシートの書き方（まとめ）≫

実施日：平成21年12月15日（火）

会　場：講堂

講　師：㈱毎日コミュニケーションズ　大阪支社　就職情報事業本部　　山根　万裕子　氏

理解度学部別集計結果表 （単位：人）

学部 良く分かった まあまあ
分かった 普通 あまり

分からなかった
全然

分からなかった 無記入 参加人数
合計

参加率
（％）

文 103 42 15 0 0 26 186 39.4%

社会 45 15 12 0 0 15 87 43.7%

計 148 57 27 0 0 41 273 40.7%

参加学生感想

● 何より自分の伝えたい気持ち、熱意を持って行動していきます。

● 短い時間で急ぎ足でしたがとてもわかりやすかったです。やっと聞きたい事を聞けた感じです。これで満

足せずに早め早めの行動をしていきたいと思います。

● エントリーシートは、何よりも自分の考えやその企業への思いをありのままに書くことが大切で、またそ

の中で相手の気持ちを考えなければならない。そのことをこのガイダンスで学べました。

●何はともあれ、まずはやってみるという気持ちが持てた。早速行動してみたいと思う。

● 自分の思い、等身大の自分をエントリーシートにぶつけたいと思った。何回も何回も書き直して、チェッ

クを受けて完成度の高いものにしたい。

● 自己ＰＲと志望動機は全く別のものだと思っていたけれど、今回でその２つをマッチさせると自然に見え

てくるものだとわかった。
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≪女子学生のためのメイク講習会≫

実施日：平成22年１月12日（火）

会　場：Ｃ201教室

講　師：㈱コーディネーションフォーラム　　小林　史子　氏　　ほか１名

アンケート学科別集計結果表 （単位：人）

学部 良く分かった まあまあ
分かった 普通 あまり

分からなかった
全然

分からなかった 無記入 参加人数
合計

文 35 12 0 0 0 18 65

社会 9 2 0 0 0 3 14

計 44 14 0 0 0 21 79

参加学生感想

● 髪型をよくサイドだけ残していることが多かったので、逆にそれが印象を悪くすることを知ることができ

て良かった。眉を描くのが苦手だったが、アドバイスをもらえてこれから練習していこうと思った。

● 化粧だけでなくマナーも教えてもらえてよかった。全ての人にアドバイスしきれるともっと良かったで

す。

●メイクは好きなので楽しかったです。笑顔をたやさず就活をしたいです。

● 普段のメイクと就活用メイクはまったく違うということに驚きました。メイクひとつで顔の印象は変わる

し、メイクひとつでその人の印象も変わるということに、メイクの力のすごさを再認識しました。

●一からでも、メイクの仕方がよく分かり印象の違いに驚きました。ありがとうございました。

●毎日のメイクを見直すきっかけになりよかったです。楽しかった。

≪企業人事担当者による模擬面接指導①≫

実施日：平成22年１月10日（日）

会　場：Ｃ302 ～ 306教室

講　師：㈲人事ルーム　　４名

理解度学部別集計結果表 （単位：人）

学部 良く分かった まあまあ
分かった 普通 あまり

分からなかった
全然

分からなかった 無記入 参加人数
合計

参加率
（％）

文 67 9 2 0 1 18 97 20.6%

社会 22 6 2 0 0 11 41 20.6%

計 89 15 4 0 1 29 138 20.6%
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≪企業人事担当者による模擬面接指導②≫

実施日：平成22年２月11日（木）

会　場：Ｃ302 ～ 306教室

講　師：㈲人事ルーム　　４名

理解度学部別集計結果表 （単位：人）

学部 良く分かった まあまあ
分かった 普通 あまり

分からなかった
全然

分からなかった 無記入 参加人数
合計

参加率
（％）

文 34 5 2 0 1 10 52 11.0%

社会 7 5 0 0 0 9 21 10.6%

計 41 10 2 0 1 19 73 10.9%

参加学生感想

●信じられないほど体にふるえがきて頭が真っ白になった。また志望動機もあまかった。

● 指摘されて初めて気づけることがあったので、一人でやるのではなく客観的にみてもらうべきだと思っ

た。

● 面接を見る､ 行う、この２つはものすごく疲れたが、充実と高揚感があった。「身近なものを見て触れる

体験を調べていく」とあったが難しい。

● 二人に面接をしていただいたんですが、全然ダメでした。メッチャ言われました。恥かきました。悔しい

です。…がんばります。

●ボロクソに言われました。でもすごく身にしみて､ もっとやる気になりました｡ これからが楽しみです。

●みんな積極的に手を挙げて面接していたので驚きました。自分もやらなきゃと思いました。
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【資料12】就職課相談件数（平成18年度～21年度）

（単位：人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

平成18年度
文学部 218 190 265 197 54 126 166 233 275 147 216 210 2,297 

社会学部 154 162 171 96 41 74 107 125 132 107 109 68 1,346 

680人
672人 合計 372 352 436 293 95 200 273 358 407 254 325 278 3,643 

平成19年度
文学部 311 235 242 194 75 130 178 251 272 251 244 231 2,614 

社会学部 117 112 83 59 10 44 83 72 89 69 57 67 862 

692人
667人 合計 428 347 325 253 85 174 261 323 361 320 301 298 3,476 

平成20年度
文学部 270 203 245 210 69 107 170 255 246 212 178 181 2,346 

社会学部 67 66 81 67 39 59 98 84 51 37 48 34 731 

609人
679人 合計 337 269 326 277 108 166 268 339 297 249 226 215 3,077 

平成21年度
文学部 246 147 206 144 64 141 275 266 222 208 232 161 2,312 

社会学部 57 34 52 45 9 36 93 96 102 68 64 51 707 

671人
588人 合計 303 181 258 189 73 177 368 362 324 276 296 212 3,019 

〔　〕内上段は、各年度当初（４月上旬）の３年次生在籍者数、下段は４年次生在籍者数
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【資料13】キャリアサポーターアンケート集計結果

【制度自体について】

１．後輩にとって、キャリアサポーター制度は有益な制度だと思いますか？

思う 思わない どちらとも言えない
10 0 0

「思う」理由

・ 身近に相談出来る先輩がいないという子も少なくないと思うので、そのような人にとって非常に助かる制

度だと思います。

・実体験が聞けるから、説明会や面接など詳しい事も聞けるから。

・就職課に入る良いきっかけになると感じます。

・学生は“身近な理解者”として同じ学生同士（部活・サークル・ゼミ等）の意見には興味を持っている。

・毎年、経済や社会など世の中の状況が違う中、就職活動を経験した学生たちの話が聞けるから。

・「話を聞けて良かった」と言ってくれる後輩がいたから。

・先輩だと話しやすい、直近の実体験が聞ける。

・私の３年次生の後輩も話が聞けて良かったと言っていたから。

・就職活動においての経験者がいるということは、心強いことだと思うから。

・ 私が３年次生の時、先輩方の話を聞かせていただいた時にはとても不安を取り除いてもらったので、後輩

の皆にも力になっていると思います。

２．実施時間・期間について　（複数回答可）

今のままで良い もっと早い時間が良い もっと遅い時間が良い 時間は短い方が良い 時間は長い方が良い
4 0 0 0 0

実施期間を短くした方が良い 実施期間を長くした方が良い 実施時期を早くした方が良い 実施時期を遅くした方が良い その他
0 8 1 2 1

【その他】相談に来るのに一番動きやすい時間は昼休みではないかと思います。（12：30 ～など）

【参　考】就活が始まってからの方が悩みのある人がたくさん来るし、先輩がいてくれたらと思うから。

　　　　　今回の時期は何を相談していいかわからないという人が多かったので。

３．キャリアサポーターの立場から見た後輩の印象などを自由に書いてください。

・ 皆、やる気のある人がたくさんいたのでよかったです。なかには、自分の意見ばかりの人がいたので、も

う少し素直に人の意見に耳を傾ける姿勢も必要かなと思いました。

・ 何を相談したいかも分からない、「就職活動をしないと」と思っているのだけど…と、就職活動をどこか

“まだ”のことと感じている人が多いように感じる一方で、既に企業研究を熱心に進めている人も多く相

談に来てくれました。ですが、どちらのタイプの人も就職活動、就職について焦りや大きな不安を感じて

いるようにみえました。

・ 私の印象では、相談に来る人→就活をまじめに考えている人でした。もっと楽観的に考えている人に喝を

入れて就活をするようアドバイスしたかったですが、そういう人は相談に来ないですね。そういう人も相
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談に来るように何かアイデアを出したかったですが、何もなかったです…すいません。就職をまじめに考

えている子は本当にすばらしい質問ばかりでびっくりしました。

・ 焦って話を聞きにくる人もいれば、先生に呼び込まれて無理やり感を感じる人との差が大きかったです。

あと目を合わせて話さない人が多いと感じました。

・意識の高い人もいたし、まだ就職活動に「ピン」ときていない人もいるなとも感じました。

・ 奈良大生の就職に対する意識レベルは他大学に見劣りすると思った。これは自分も含めてそう感じたが、

学生（４年次生）で内定が決まった者、もしくは卒業生の講演などを積極的に実施した方が良いと思う。

・挨拶、返事ができていない。自分から挨拶をする人がいなかった。

・素直で良い子が多かった。聞こうとする姿勢も前向きで嬉しかったです。

・熱心な後輩もいるが、友達と就活を一緒にしようとしている子が多い。

・ 就職活動についてしっかり考えている子と考えていない子のどちらかに分かれている感じがした。話をし

ていても内定をもらえそうな子とそうでない子が何となく分かる。特に後者の方はコミュニケーションが

取れない子が多かった。

【あなた自身について】

１．キャリアサポーターの打診があった時の正直な感想を聞かせてください。

・ 後輩のために何かやりたいと考えていたので、こういう機会が与えられた事に関してはすごく嬉しかっ

た。

・ぜひやりたいと思った。日給制とかではなくてボランティアでも良いとさえ思った。

・なぜ、私なんだろうと思いましたが、やるからには、頑張ろうと思いました。

・是非、サポーターをしたいと思っていました。後輩たちにメッセージを伝えたいと思いました。

・ 迷った。内定が出たからゴールではなく、仕事に対する不安は当然あったが、悩みながらも一つの結果が

出た事、それに関わるプロセスを後輩に伝えられればと思い、承諾した。

・自分で本当に良いのかと感じました。ですが、とても光栄に思いました。

・自分が後輩の為になれるチャンスが与えられたので嬉しかったです。

・時間が13時～ 17時だったので時間的にめんどうだなぁ…と思いました、やってみると楽しかったです。

・ 正直、初めに聞いた時は、私は就職活動についてアドバイスが出来る程、何かを掴んでいるわけではない

ので、私で本当に役に立つのか不安でした。ですが、私も就職活動中、先輩の話を非常に役立つものだと

感じていたし、自分の経験したことなら話せると思ったので引き受けることを決めました。

・ 私は、とても嬉しかったです。自分の経験を後輩の皆の力に少しでもなれるなら、是非やらせて頂きたい

と思いました。

２．キャリアサポーターを受けるにあたって、準備したことはありますか？　あれば記入してください。

・今まで使っていた就活ノートやスケジュール帳を見直しました。

・就職活動中つけていた就活ノートを見返したり、役に立ったことを思い出していました。

・ないです…すみません。

・自分の書いたエントリーシート、自己分析シートを見直した。

・特別にはありません。

・自分自身の今の時期の考え方、とらえ方を思い出し、就活ノートを読み返した。

・手帳……就職活動で使用した手帳を後輩に見せるため。
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・就活ノートや、ガイダンス資料を見直しました。

・自分の行った就職活動や自己分析についてもう１度よく思い出した。

３．キャリアサポーターを受けるにあたって、何か目標を設定されましたか？

　　例）自分自身を成長させる、人と話す（相談する）ことに慣れる　など

設定した 設定してない どちらでもない
6 3 1

「設定した」と答えていただいた方は、差し支えなければ内容を聞かせてください。

・相談に来てくれた３年次生に、少しでも就職活動について知ってもらい、早めに動きはじめてもらう事。

・後輩が話かけ易い雰囲気をつくれるよう心掛けました。

・後輩たちの悩み事を全て解消すること。

・ ネガティブな人をポジティブに…就活を楽しんで欲しい。楽観的な人には苦言を…論点がずれる人が多

かったので、整理する様に話す。

・ 「知らない相談者と話すことに慣れること」が一番最初に思ったことです。これは来年度から働く上で、

一つ貴重な経験となると考えていました。

・当時の自分を思い出しながら、何を言ってあげればいいか考えながら話そうとしていた。

４．キャリアサポーターとして、一番良かったことは何ですか？

・３年次生が、学校で会った時、「自己分析始めてみました」と声や挨拶をしてきてくれた時。

・ たくさんの人と話すことを楽しめたこと。そして一度一度自分を反省出来たこと。経験したことが、“自

分の経験”だけで終わらなかったこと。

・ 「気が楽になった」と言ってもらえたことです。それが一番です。モヤモヤして夜ねむれない自分を思い

出しました。話し相手がいるのは本当にいいことです。

・話をした後輩に、「話聞きにきた方がいいよ」と友人に宣伝しときますと言われた時。

・自分自身の活動によって、少しでも誰かの力になれると実感する事ができたことなどです。

・沈んだ顔が多少は晴れた。

・ 自分の説明が後輩に理解してもらえたこと。また、サポーター以外の時でも、相談した後輩から、僕に就

職活動の相談をしてくれたこと。

・サークルや部活をやっていなかったので、後輩とふれあえるのが嬉しかったです。

・後輩の不安を軽減できたこと。

・ 人とのつながりが広がり、今の就職活動について知ることができた事。自分自身が他人のために役に立て

たと思えたこと。

５．キャリアサポーターとして、一番嫌だったことは何ですか？

・ 嫌なことはないが、強いて言えばキャリアサポーターの期間が短かったのが嫌だった。３年次生の後輩に

も、これからの時期がよりこういったシステムを必要とするのに、11月の頭で終わるのは早すぎると言わ

れた。

・暇な時間

・上手く相談に対するアドバイスが出来なかったこと。
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・ありません。

・一年前のこの時期の自分よりはるかに動いている学生に対し、魅力ある話ができなかった。

・ 少し堅苦しい雰囲気でやっていた事かなと思います。私はもっとフラットな雰囲気で何でも気兼ねなく話

をできるようにしたかったです。

・人が来なくて、もう１人のキャリアサポーターと雑談している時。

・誰も相談に来なかったことです。

・自分自身の経験等を、わかりやすく伝えられなかったこと。

・お金をいただいているのに、あまり相談に来てくれなかった時。

６．キャリアサポーターの経験を通して、何か自身の変化（成長）はありましたか？

　　ある場合は、その内容を記入してください。

・ その人によって、自分が質問したほうがいいのか、それとも話を聞いたほうがいいのか考えるようになり

ました。

・知らない人と話すことに、より積極的になった気がします。

・ 初対面の人と話すことで、話す訓練になったことです。社会に出たら初対面の人とかかわることがあるの

で、よかったです。

・ 自分も初心にかえることができたし、１年後のライバルになる存在に負けたくないと思うようになりまし

た。

・ まずは相手の声を引き出す事が要求された。それにともなう経験は貴重なもので今後の自分のプラスにな

ると考えている。

・今以上に自分に責任を持つようになった。

・就職課が前より好きになった。

・様々な立場の人に対する接し方。

・ 今以上に人と話をするのが好きになった。なぜなら、毎回キャリアサポーターとして学校に行くのがすご

く楽しみだったから。

７． キャリアサポーターの活動で、自身の「自立心」「行動力」「向上心」が少しでも身に付いたと思います

か？

思う 思わない どちらとも言えない
5 1 4

「思う」と答えていただいた方は、身についた能力とその内容を聞かせてください。

・いかに相手の立場になって考えてあげられるか。

・ “聞き上手”に徹することに努めた。ただ聞くのではなく、相手が真に言いたい事を把握する能力は学べた。

・ 「行動力」「向上心」です。相手の悩みによりよいアドバイスができるよう資料をさがしたり、うまく伝え

るよう努力しました。

・ 今回キャリアサポーターとして週一回相談を受け、日誌を書くことで、自分自身を反省するようになりま

した。そして、次はどうするかや目標を立てて、前回出来なかったことと感じたことを次回の相談の対応

へ活かすようにという姿勢が身についたように思います。

・ 「向上心」　質問に対して、次回はこう答えようなどわかりやすいように改善していったこと。
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８． キャリアサポーターとして、実際に行った内容以外に何かしたい（できる）内容はありますか？　あれ

ば記入してください。

・ 私は金融も受けたことがあったので、銀行と信金のちがい、一般職と総合職の違いなどはおしえることが

できました。

・ どこまで学生の側に立ってアドバイスできるか、また４年次生としてそれは強みだとも思う。ノミニケー

ション？ではないが、飯でも食べながらじっくり話したい学生はいた。

・就職活動の経験を後輩にプレゼンテーションで発表がしたい。

・出来ることがあれば、何でもしていきたいです。

・模擬グループディスカッションを後輩と一緒にやってみる。

・ 人と話をすることが好きなので、多くの３年次生の前で質問を受けたり、自分の体験を話す、といった事

ならできます。

９．最後に自分の将来を考えた時、キャリアサポーターを引き受けて良かったと思いますか？

思う 思わない どちらとも言えない
9 0 1

「思う」理由

・ 私が内定をいただいている会社の理念である「Ｌｅａｄ＆Ｌｅａｒｎ」を実践できて、将来へつなげてい

く自信がついた。

・楽しかったの一言に尽きます。本当にして良かったです。ありがとうございました。

・ おそらく今後、やるチャンスのない経験であり、人事などの役職についた時に多少なりとはプラスになる

と思う。給料までもらい、学べた事は自分にとってはもちろん良かったが、３年次生にプラスになったか

は来年の就活生の動向しだいなので心残りではある。

・このような体験が必ず活きてくる時がくると思うからです。

・ 初対面の人から相談をうけることなんてめったにないし、自分がどう処理できるか、そういう力はついた

のでよかったです。また、就活が終了してからだらけていた自分には、３年次生のモチベーションの高さ

に刺激をうけることもよかったです。

・ 今回の経験を通じて、自分の考えや経験について話すということ、人の相談に一緒に考える。アドバスを

行うという様々な状況で、一人の人間として自立心が身に付いたように思います。自分の意志でキャリア

サポーターを引き受け、活動できたことは、今後の私にとって非常にプラスになったと思います。このよ

うな貴重な機会を与えてくださり、短い間ではありましたが、就職課の方には色々とお世話になりまし

た。本当にありがとうございました。

・ 就職活動をしていた時もそうですが、人の話を聞いたり、自分の意見を言うことはとても大切だと感じた

ので、その両方を経験できたことは、とても自分自身も勉強になりました。

「どちらとも言えない」理由

・ 確かに私自身にとっても３年次生にとっても何か得たものはあると思ったが、それが何なのかを知るには

時間が短かったから。
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２－５　参考資料

　上記の本事業以外でも、関連する調査や、データについて掲載したいと思う。

①　卒業生評価調査結果

　本学で育成を目指す「自立心」「行動力」「向上心」を、実社会ではどのように評価しているか、またそ

の到達度合を把握することにより、今後の育成プログラムの変更・改良を行う際の基礎データとするた

め、卒業後２年目を迎える卒業生の在籍企業・団体335社（370名分）に対し、卒業生評価調査を実施し

た。調査結果は資料14（Ｐ39）のとおり。

②　平成21年度卒業生進路状況

　本年度の３月19日（卒業式）現在の、進路決定状況は資料15（Ｐ40）のとおり。

③　平成21年度卒業生卒業時アンケート結果

　例年、卒業時に自身の４年間を振り返ってもらい、就職課に関すること、自身のキャリアに関すること

それぞれについてアンケートを実施している。その集計結果は資料16（Ｐ41 ～ 48）のとおり。

④　参考資料から見る今後の課題

　卒業生評価調査では、「業務は最後まできっちり遂行できる」という設問において高い評価をいただい

ているのに対し、「高い目標を設定したり、自分の業務をしっかり見直し課題を明確に持つ」などの設問

においては、低い評価となった。「真面目だが消極的」のイメージがこの調査から改めて明らかとなった。

　次に、本年度の進路決定状況であるが、本取組の目標であった進路決定率80％以上には及ばず、全学的

取組の強化が必要である。ガイダンス欠席学生や、就職課職員との接点の少ない学生ほど進路未決定につ

ながる場合が多いことから、そのような学生への特別な支援の模索が必要である。

　また、卒業時のアンケートにおいては、本学への入学当初、「修学および進路に対し明確な希望（目

標）があったか」の問いにおいて、約40％の学生しか「あった」と回答していないのに対し、卒業時点で

の満足度としては、「本学の卒業生で良かったか」の設問においては、90％以上が「良かった」と回答し

ている。しかし、進路への希望（目標）を持って入学した学生の中でも、希望（目標）を実現のための取

組については、「しなかった」と回答した学生が27％もいた。そういった希望（目標）実現のための行動

力育成の必要を改めて感じる。



－ 39 －

【資料14】卒業生評価調査〔集計〕結果

　教育効果に関する卒業生の調査として、アンケートを実施した。

内容は、以下の設問10項目に対し、５．よく当てはまる　４．当てはまる　３．どちらでもない

２．あまりあてはまらない　１．全くあてはまらない　の５段階で問い、記入いただいた。

集計結果は、それぞれを点数化し、その平均値を算出したものである。

　設問１．計画的に業務を遂行できる

　設問２．将来の夢を持って業務に当っている

　設問３．自分から積極的にコミュニケーションを図っている

　設問４．苦手業務にもチャレンジしている

　設問５．フットワークは軽い

　設問６．業務は最後まできっちり遂行できる

　設問７．自分の業務をしっかり見直し課題を明確に持っている

　設問８．常に高い目標を設定している

　設問９．ストレスを上手くコントロールしている

　設問10．上司やお客様の声をしっかり聴けている

（単位：ポイント）

学科 性別 設問１ 設問2 設問3 設問4 設問5 設問6 設問7 設問8 設問9 設問10 平均

国 文 学 科

男 3.40 3.00 2.40 3.60 4.00 3.40 2.80 2.60 3.20 3.60 3.20

女 3.22 3.00 3.22 3.11 3.33 3.56 2.78 2.63 3.13 3.11 3.11

計 3.29 3.00 2.93 3.29 3.57 3.50 2.79 2.62 3.15 3.29 3.14

史 学 科

男 3.73 3.82 3.82 3.73 3.73 3.82 3.64 3.55 3.55 3.91 3.73

女 3.80 3.30 3.80 3.80 3.70 4.10 3.40 3.00 3.20 3.90 3.60

計 3.76 3.57 3.81 3.76 3.71 3.95 3.52 3.29 3.38 3.90 3.67

地 理 学 科

男 3.20 3.53 3.93 3.53 4.07 3.47 3.20 3.27 3.21 3.47 3.49

女 3.25 2.75 3.75 3.75 3.75 4.25 3.50 3.50 4.50 4.50 3.75

計 3.21 3.37 3.89 3.58 4.00 3.63 3.26 3.32 3.50 3.68 3.54

文 化 財 学 科

男 3.25 3.50 3.25 3.75 4.00 4.25 3.75 3.75 4.00 3.75 3.73

女 3.73 3.47 3.53 3.53 3.73 4.13 3.47 3.27 3.47 3.93 3.63

計 3.63 3.47 3.47 3.58 3.79 4.16 3.53 3.37 3.58 3.89 3.65

人間関係学科

男 3.50 3.20 3.50 3.30 3.30 3.90 3.30 3.20 3.00 3.50 3.37

女 3.67 3.63 3.78 3.56 4.22 4.22 4.00 3.56 3.56 4.33 3.85

計 3.58 3.39 3.63 3.42 3.74 4.05 3.63 3.37 3.26 3.89 3.60

現代社会学科

男 3.47 3.94 4.06 3.78 3.78 3.61 3.78 3.61 3.56 3.76 3.73

女 3.75 3.50 3.75 4.25 3.50 4.25 4.00 4.00 4.25 4.25 3.95

計 3.52 3.86 4.00 3.86 3.73 3.73 3.82 3.68 3.68 3.86 3.77

合 　 　 計

男 3.44 3.60 3.71 3.62 3.79 3.68 3.46 3.38 3.39 3.66 3.57

女 3.61 3.33 3.61 3.59 3.73 4.06 3.47 3.24 3.52 3.92 3.61

計 3.51 3.48 3.67 3.61 3.76 3.85 3.46 3.32 3.45 3.78 3.59

順　位 6 7 4 5 3 1 8 10 9 2
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【資料15】平成21年度　進路決定状況一覧（3月19日現在）

（単位：人）

国 文 学 科 史 学 科 地 理 学 科 文化財学科 文 学 部 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

卒業者数 39 50 89 84 55 139 71 10 81 46 68 114 240 183 423
進路決定者数 23 28 51 53 33 86 50 8 58 32 42 74 158 111 269
企 業 就 職 決 定 者 19 23 42 36 21 57 31 6 37 13 26 39 99 76 175
教 員 決 定 者 2 0 2 3 4 7 1 1 2 2 0 2 8 5 13
公 務 員 決 定 者 1 2 3 6 2 8 1 0 1 4 4 8 12 8 20
学芸員・司書等決定者 0 1 1 0 1 1 0 0 0 2 5 7 2 7 9
進 　 　 学 1 2 3 8 5 13 17 1 18 11 7 18 37 15 52

未内定者数 7 12 19 17 8 25 9 1 10 2 5 7 35 26 61
企 　 　 業 6 12 18 14 7 21 9 0 9 2 5 7 31 24 55
教員受験・登録中 1 0 1 3 1 4 0 1 1 0 0 0 4 2 6

就職しない者の数 9 10 19 14 14 28 12 1 13 12 21 33 47 46 93

人間関係学科 現代社会学科 社会学部計 総　合　計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

卒業者数 44 32 76 48 10 58 92 42 134 332 225 557
進路決定者数 24 15 39 27 7 34 51 22 73 209 133 342
企 業 就 職 決 定 者 18 7 25 21 6 27 39 13 52 138 89 227
教 員 決 定 者 0 1 1 0 0 0 0 1 1 8 6 14
公 務 員 決 定 者 3 1 4 2 0 2 5 1 6 17 9 26
学芸員・司書等決定者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 7 9
進 　 　 学 3 6 9 4 1 5 7 7 14 　 44 22 66

未内定者数 3 5 8 5 2 7 8 7 15 43 33 76
企 　 　 業 3 5 8 5 2 7 8 7 15 39 31 70
教員受験・登録中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 2 6

就職しない者の数 17 12 29 16 1 17 33 13 46 80 59 139

※ ｢就職しない者」は、公務員や教員の再受験者、及びアルバイト、留学希望など



－ 41 －

【資料16】平成21年度卒業生　卒業時アンケート結果

１．就職課について

Ｑ３．Ｑ１で、「３」もしくは「４」とお答えの方に伺います。利用しなかった理由は何ですか？

国文学科 
 ・就職を考えていなかったから。
 ・はじめに行かなかった為、行きにくくなった。
 ・関西以外の求人が少なかったから。

史学科 
 ・しっかり就活に取組んでいなかったからです。
 ・就職サイト（リクナビなど）を主で使っていたから。
 ・公務員希望だったから。
 ・ 個人的にどうしても行きにくいイメージがあり、あまり利

用しなかった。
 ・そこまで就職において悩むことが無かったので。
 ・利用しなくても大丈夫だと思ったから。
 ・目標とする進路がほぼ定まっていたから。

地理学科
 ・ 自分自身でできる事はやっていったら内定をいただけたの

で利用しませんでした。　
 ・ 就職課を利用する理由がなかった。あまり身近な存在に思

えなかった。
 ・ 奈良大学の就職課は、力不足な感じがあり私の力となって

くれる気がしなかったため。
 ・ 就職課が具体的にどのようなサポートをしてくれるのかが

分かりにくかった。
 ・ こんなに不況とはおもいませんでした。いつかはできるだ

ろうと思っていたらズルズルといってしまった。 

文化財学科
 ・教員志望だったため。

Ｑ１．就職課を利用されましたか？（来室回数基準で） （単位：人）

学　　　　　科 国文学科 史学科 地理学科 文化財学科 人間関係学科 現代社会学科
その他

合　　　計

性　　　別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 その他 計

Q１

１．よく利用した 3 5 15 8 6 3 5 11 5 1 4 2 0 38 23.8% 30 28.0% 0 68 25.3%

２．３～４回利用した 0 1 20 4 20 3 8 22 5 5 9 2 1 62 38.8% 37 34.6% 1 100 37.2%

３．ほとんど利用しなかった 0 3 15 4 6 0 11 17 4 3 6 0 0 42 26.3% 27 25.2% 0 69 25.7%

４．まったく利用しなかった 1 1 1 4 3 0 8 7 1 1 3 0 1 17 10.6% 13 12.1% 1 31 11.5%

未回答 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.5% 0 0.0% 0 1 0.3%

Ｑ２．利用した経験のある方にお伺いします。利用目的は何ですか？（複数回答可） （単位：人）

学　　　　　科 国文学科 史学科 地理学科 文化財学科 人間関係学科 現代社会学科
その他

合　　　計

性　　　別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 その他 計

Q２

１．進路相談（履歴書添削などを含む） 2 7 39 14 20 6 8 26 5 5 7 4 1 81 36.5% 62 49.6% 1 144 41.5%

２．資料閲覧 2 7 15 7 10 2 12 27 9 5 6 2 0 54 24.3% 50 40.0% 0 104 30.0%

３．パソコン（インターネット利用） 0 3 10 5 6 1 7 18 4 2 4 2 0 31 14.0% 31 24.8% 0 62 17.9%

４．パソコン（ＴＳＲ利用） 0 3 6 1 1 1 5 13 3 0 2 2 0 17 7.7% 20 16.0% 0 37 10.7%

５．報告 2 8 23 7 17 3 6 19 6 2 7 2 0 61 27.5% 41 32.8% 0 102 29.4%

６．資料を取りに 1 6 12 5 6 1 4 14 5 4 7 2 1 35 15.8% 32 25.6% 1 68 19.6%

７．その他 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 2 0.9% 2 1.6% 0 4 1.2%

　７．その他の内容
　　　　友達のつきそい、呼び出しがあった、書類提出、面接練習

全体 （単位：人）

学　　　　　科 国文学科 史学科 地理学科 文化財学科 人間関係学科 現代社会学科
その他

合　　　計

性　　　別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 その他 計

回　答　数 5 10 51 20 35 6 32 57 15 10 22 4 2 160 107 2 269
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Ｑ４．就職課にどんなサービスがあれば、今までよりも利用しやすいと思いますか？（複数回答可） （単位：人）

学　　　　　科 国文学科 史学科 地理学科 文化財学科 人間関係学科 現代社会学科
その他

合　　　計

性　　　別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 その他 計

Q４

１．進路決定した先輩との座談スペース 3 1 7 3 7 2 4 5 2 0 2 1 0 25 17.4% 12 15.0% 0 37 16.5%

２．個別相談専用スペース 2 6 19 8 12 1 11 27 7 6 8 3 2 59 41.0% 51 63.8% 2 112 50.0%

３．関連図書スペース 1 1 10 5 6 2 7 12 2 3 4 1 1 30 20.8% 24 30.0% 1 55 24.6%

４．雑談・茶話スペース 0 3 13 5 5 1 2 15 3 2 8 0 0 31 21.5% 26 32.5% 0 57 25.4%

５．インターネット利用スペース 0 1 8 3 11 2 7 13 3 2 3 3 1 32 22.2% 24 30.0% 1 57 25.4%

６．その他 0 0 1 0 1 0 3 0 2 0 2 0 0 9 6.3% 0 0.0% 0 9 4.0%

 ・自分で何とかなると思ったから。
 ・自分の力のみで頑張りたかったから。

人間関係学科
 ・利用しにくい雰囲気だった。
 ・利用の仕方がいまいちよくわからなかった。
 ・必要なかった。自分で勉強してたから。                                    

現代社会学科
 ・利用しなくても決まると思ったから。
 ・行く前に内定をもらったから。
 ・就職に関して、どうしても意欲がわかなかった。
 ・有益な情報をいただけなかったので。

 ・地元（九州）の方の企業情報が少なかったから。
 ・ 就職課を利用して就職活動がうまくいくとは思わなかった

から。
 ・一般企業を受ける気がなかったので。 
 ・進学の為。
 ・就職する気がなかった。
 ・役に立つとは思わなかった。
 ・兄などの就活のやり方などは聞いていたので。
 ・アルバイトで忙しかった。
 ・イメージが悪かったから。
 ・学校にあまり来なかったので。
 ・就職課の空気が自分に合わなかった。
 ・自力でがんばりたかった。

Ｑ５．就職課に対しての希望（こんなことをして欲しかったなど）や感想など自由にご記入ください。

　　　　例）もっとネット上での情報配信をして欲しかった等

　６．その他の内容
 どのような助けをしてくれるか言ってほしい。　　　　　危機感を抱かせるサービス。
 どんな勉強が必要かは、最初はわからなかった。　　　　就職できなかった先輩との交流。
 就職率の改善。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現在の状態がよいとおもいます。

国文学科
 ・ 面接指導だけでなく、GD（ディスカッション）の練習が

あればよかった。
 ・常に担当の方が就職課にいてほしかったです。
 ・初めての人がもっと入りやすい空間にして欲しい。
 ・ もっと関西以外の求人情報を得られるようにして欲しかっ

た。
 ・ 内定をもらった先輩、仕事をしている卒業生のナマの声を

もっと聞きたかったです。

史学科
 ・人員を増やして欲しい。
 ・ 大学院等の進学関係の相談、図書等の紹介についてももっ

としてほしかった。
 ・ 他大学では、もっと就職情報を発信していたようだが、奈

良大学はそのような情報を教えてくれることはない。学生
まかせ。

 ・もっと明るい雰囲気がいいと思います。
 ・ どの職員の方に相談しても真剣に対応してくださったの

で、とても心強かったです。
 ・ネット上での情報発信を充実してほしい。
 ・教職に関する知識をもっと持ってほしい。

地理学科
 ・話しにくい方が１人いた。
 ・ 大手だけでなく地方の就職サイト等を早めに教えて欲し

かった。
 ・ 室内に入らなくても良いように窓口にも資料を置いて欲し

い。
 ・ 同級生がどのようなところへ就職が決定したのか一目でわ

かるように承諾を得た者に関しては、随時掲示板などに掲
示して欲しかった。

 ・ネット上とかでもっと情報が欲しかった。

文化財学科
 ・地方の情報をもっと集めてほしい。
 ・ 都道府県によって資料に差があったので、もう少し関西以

外の県の資料も揃えてもらえると嬉しかったです。
 ・奈良以外の近畿圏内の就職情報の充実。
 ・学芸員や司書など専門の仕事についての相談。
 ・ 地方での就職希望者にも、もっと情報（募集）を提供して

ほしかった。
 ・職員と気楽に話せる雰囲気。
 ・もう少し相談しやすい雰囲気が欲しかった。
 ・もっと入りやすい所にしてほしい。
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Ｑ６．奈良大学に入学される時、次の①～③それぞれにおいて明確な希望（目標）はありましたか？
　①修学について

（単位：人）

学　　　　　科 国文学科 史学科 地理学科 文化財学科 人間関係学科 現代社会学科
その他

合　　　計

性　　　別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 その他 計

Q６
①

１．あった 2 7 19 10 7 2 15 34 2 2 4 1 1 49 30.6% 56 52.3% 1 106 39.4%

２．なかった 3 3 29 9 23 4 12 21 12 8 16 3 1 95 59.4% 48 44.9% 1 144 53.5%

３．未回答 0 0 3 1 5 0 5 2 1 0 2 0 0 16 10.0% 3 2.8% 2 19 7.1%

 ・ 具体的にどこまで就職課がしてくれるのかがわからない。
どこまで相談したらよいのか分からないので、分かるよう
にしてほしい。

 ・ 大学の事務なので、入りづらさがやはりあるので、オープ
ンさ、開放感がほしい。

 ・親身に相談にのって頂いて嬉しかったです。
 ・ 担当学科の方が不在で二度足になることが何度かあったの

で、どの時間帯に誰がいるのか在席表みたいなのがあれば
助かります。

 ・ 企業就職以外の人にも相談しやすい状態、環境もほしかっ
た。

人間関係学科
 ・情報収集のためパソコン部屋が欲しかったです。
 ・１・２回生の時キャリア講座を必須にしてほしかった。
 ・ セミナー等は学生の苦痛となるので減らすか任意にした方

がよい。
 ・入りにくいイメージと､ 親切感があまりなかった。
 ・ インターネットで詳しい求人内容が見れたら良かったと思

います。
 ・ 今は実施されていますが、早い目にガイダンス（就職に向

けての）を始めて頂けたらと思います。

「１．あった」の具体的内容

国文学科
 ・詩について勉強したいと思っていました。
 ・古典文学について探求したかった。
 ・古代神話について学ぶ。
 ・古文を学ぶこと。
 ・学芸員の資格をとりたかった。
 ・奈良に関わる文化・文学について学ぶこと。
 ・教員免許取得
 ・司書資格取得

史学科
 ・学芸員や司書等たくさん資格を取りたい。
 ・奈良という土地で歴史を肌で感じ、楽しむ。
 ・既に研究テーマをある程度決めていたので。
 ・自分の好きな歴史をもっと探求したかった。
 ・伊予国の中世史について
 ・中国の古代についての研究がしたかった。
 ・歴史を学び、研究する。
 ・戦国時代か江戸時代を勉強すること。
 ・史跡を巡って日本古代史に強くなる（もっと学ぶ）。
 ・専門的な知識の取得
 ・東洋史中心に多様な歴史を勉強したい。

地理学科 
 ・地理が勉強したかった。
 ・資格をたくさん取る。
 ・ 社会が好きで、特に地理はよくできた。関西に地理系大学

が少なかった。
 ・教員免許を取得する。
 ・特待生の制度を聞いていたのでそれを目指した。
 ・世界遺産について学びたかったから。
 
文化財学科 
 ・民俗学・保存（文化財）について専門的に学びたい。
 ・文化財の宝庫で文化財を学ぶ。
 ・ 当時は歴史的遺物の修復に興味があり、その職に就こうと

考えていた。
 ・歴史を深く知りたかった。
 ・保存科学を学びたかった。
 ・漆について学びたい。
 ・文化財学を深く広く習う。
 ・美術品について学ぶ。
 ・フィールドワークを行って、とにかく奈良を満喫しよう。
 ・自分が学びたいものを見つける。海外発掘。
 ・専門知識を身につける。

 ・学内での面接練習がとても為になりました。
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　②進路について （単位：人）

学　　　　　科 国文学科 史学科 地理学科 文化財学科 人間関係学科 現代社会学科
その他

合　　　計

性　　　別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 その他 計

Q６
②

１．あった 2 1 14 5 10 4 12 25 6 3 4 2 0 48 30.0% 40 37.4% 0 88 32.7%

２．なかった 3 9 35 15 25 2 19 31 9 7 18 2 2 109 68.1% 66 61.7% 2 177 65.8%

３．未回答 0 0 2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 3 1.9% 1 0.9% 0 4 1.5%

「１．あった」の具体的内容

国文学科 
 ・学芸員を目指していました。
 ・福岡県私立高等学校教員
 ・Uターン就職

史学科 
 ・スポーツ関係
 ・就職、関西での就職第一
 ・学芸員、もしくは教職
 ・教員免許取得
 ・教師になりたい。
 ・公務員
 ・博物館勤務を考えていた。
 ・はじめは院に進もうと思っていた。
 
人間関係学科 
 ・作家
 ・とりあえず卒業をすることを目標にしていました。
 ・行きたい就職先があったので大学に来た。
 ・安定した会社に就きたかった。
 ・公務員になること。
 ・就職
 ・進学
 
現代社会学科 
 ・就職すること。
 ・カーディーラーに就職したい。
 ・公務員
 ・就職先として税理関係に行きたかった。

地理学科 
 ・大学院進学
 ・大手企業に行きたかった。
 ・スポーツの道具メーカーに勤めたかった。
 ・教員
 ・公務員志望であった。
 ・旅行業界に就職したかった。

文化財学科
 ・大学院進学
 ・公務員を目指していた。
 ・教員
 ・学芸員になる。
 ・文化財関係の職か京都で就職したかった。
 ・院へ行く、漆職人になる。
 ・専門職に就きたい。
 ・専門職（文化財）のために進学する。
 ・考古学関係の仕事に就きたかった。
 ・サービス業に就職

 ・教免取得

人間関係学科
 ・中国語の勉強
 ・ できる限り吸収できるものは吸収しようと思っていまし

た。
 ・専門分野（興味のある分野）の勉強がしたい。
 ・卒業

 ・考古学の発掘調査
 ・ 学芸員資格の取得と世界遺産コースで勉強したいという希

望があったので。
 ・発掘調査の実習
 ・文化財や世界遺産関係について学びたかった。
 ・奈良にいるうちによく勉強しておく。
 ・外国の古代文化について学びたかった。
 ・学芸員課程司書取得
 
現代社会学科 
 ・ 幅広いジャンルを学べたし、基礎的な知識を身につけるこ

とができたから。
 ・経営やマーケティング
 ・きちんと卒業すること
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　③課外活動について （単位：人）

学　　　　　科 国文学科 史学科 地理学科 文化財学科 人間関係学科 現代社会学科
その他

合　　　計

性　　　別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 その他 計

Q６
③

１．あった 4 1 19 6 10 1 9 20 4 1 3 1 0 49 30.6% 30 28.0% 0 79 29.4%

２．なかった 1 9 29 14 24 5 18 34 10 9 17 3 2 99 61.9% 74 69.2% 2 175 65.0%

３．未回答 0 0 3 0 1 0 5 3 1 0 2 0 0 12 7.5% 3 2.8% 0 15 5.6%

「１．あった」の具体的内容

国文学科 
 ・ 軽音楽部で演奏やパフォーマンスの能力を身につけたいと

思いました。
 ・奈良の社寺にたくさん行きたいという希望があった。
 ・体育会、サッカー部への入部
 ・クラブ活動をやろうと思っていた。
 ・吹奏楽がやりたかった。
 
史学科 
 ・楽しく、興味と好奇心を忘れず。
 ・学祭関係
 ・何らかの部あるいはサークルに入りたかった。
 ・軽音楽部に入ると心に決めていました。
 ・サイクリング倶楽部
 ・将棋部があれば入る予定であった。
 ・インターンシップ参加
 ・サッカー部
 ・バスケットボールがしたい。
 ・演劇
 ・美術部
 ・少林寺挙法で金メダルを取る。
 ・自治会っぽいのに入りたかった。
 ・野球を続ける。
 ・ あくまで勉強をしに来ているのでその妨害にならない様

に。
 ・雅楽もしくは能楽
 
人間関係学科 
 ・演劇系
 ・友達を作りたかった。

地理学科 
 ・サークル活動
 ・部活動
 ・軟式野球部
 ・活発に行動し友人をたくさん作る。
 ・Ｉ部で上位進出
 ・スポーツはしようと思っていた。
 ・軟式野球部
 ・バトミントンがしたかった。
 ・武道をやる。
 

文化財学科 
 ・部活・サークルに入る。
 ・他大学の研究会に積極的に参加
 ・ 素人からのスタートだったので少しでも上を目指せるよう

に努力した。
 ・サークル
 ・吹奏楽をしたかった。
 ・発掘や調査などの課外活動でも学問を深める。
 ・スポーツ
 ・発掘現場など、直に文化財にふれられる。体験をする。
 ・１回生の後期のみ美術部所属
 ・茶道部
 ・体育会系部活
 ・考古・文化財関係の職
 
現代社会学科 
 ・ 学生時代に旅行がしたい、興味があったので軽い気持ちで

楽しむ事ができたことがよかった。
 ・野球部に入ること
 ・バンド活動
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Ｑ７．Ｑ６②で「１．あった」とお答えの方に伺います。
　①希望（目標）実現のために、なにか特別な取り組みをされましたか？

（単位：人）

学　　　　　科 国文学科 史学科 地理学科 文化財学科 人間関係学科 現代社会学科
その他

合　　　計

性　　　別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 その他 計

Q７
①

１．した 2 1 8 2 6 2 8 13 4 3 3 2 0 31 64.6% 23 57.5% 0 54 61.4%

２．しなかった 0 0 5 2 2 1 1 10 2 0 1 0 0 11 22.9% 13 32.5% 0 24 27.3%

３．未回答 0 0 1 1 2 1 3 2 0 0 0 0 0 6 12.5% 4 10.0% 0 10 11.3%

　②奈良大学には、希望（目標）を実現するための環境・雰囲気はありましたか？ （単位：人）

学　　　　　科 国文学科 史学科 地理学科 文化財学科 人間関係学科 現代社会学科
その他

合　　　計

性　　　別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 その他 計

Q７
②

１．あった 2 1 10 3 2 2 6 20 4 2 2 2 0 26 54.2% 30 75.0% 0 56 63.6%

２．なかった 0 0 3 1 6 0 3 2 1 1 2 0 0 15 31.3% 4 10.0% 0 19 21.6%

３．未回答 0 0 1 1 2 2 3 3 1 0 0 0 0 7 14.6% 6 15.0% 0 13 14.8%

「１．あった」の具体的内容

国文学科 
 ・ 奈良大学で学芸員の資格を取得することは、他大学に比べて厳しい

から。
 ・図書館での早朝からの勉強。とても騷騷しいものではあったが…
 ・少人数学習で先生方がよくみてくれた。
 ・就職活動の授業（有料）
 
史学科 
 ・ゼミ活動の時、OBの方から、先輩からの助言。
 ・京都へも近いので、多くの歴史にふれられた。
 ・歴史や地理などを本気で学びたい人が多くいたこと。
 ・教師陣及び図書館等が充実していた。
 ・先生たちによる勉強会等。
 ・充実した歴史関連の講義。
 ・大学側の支援
 ・講義の中でフィールドワークなどがあった。
 ・図書館で集中して勉強できた。
 ・皆で一体となる雰囲気
 ・学芸員の実習が他大学の比べて充実していた。
 ・ みんな真面目だったし、悪い人（足をひっぱるような人）はあまり

いなかったと思う。
 ・図書の充実
 
人間関係学科 
 ・落ち着いた空気だったので非常にやりやすかった。
 ・勉強しやすい環境がととのっている。

文化財学科 
 ・民俗学、民族文化財に詳しい先生が少なかった。
 ・文研法とかでフィールドワークできたから。
 ・公務員講座があった。
 ・勉強の環境と適切な課題
 ・文化財に強かった。
 ・文化財の職がわかりやすかった。
 ・良い人が多かった。
 ・ 教授陣が素晴らしく助けてくださった。文化財好きの仲間がたくさ

んいた。
 ・資格取得ができる。美術館などが多い。
 ・先輩からの紹介等
 ・講義、実習で使用する道具が豊富
 ・資格の授業内容は十分満足のできるものだった。
 ・自分から踏み込めば何でもできる。
 ・資格取得の受講
 ・教職員の方が親身に相談に乗ってくれた。
 
地理学科 
 ・試験のためのセミナーや相談の場
 ・有意義にすごした。

現代社会学科 
 ・漠然としていたが、社会学のことを知れてよかった。
 ・周りの友達が参考になりました。
 ・みんな温かい。
 ・公務員講座
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Ｑ８．最後に、４年間の学生生活を振り返り、「奈良大学」の学生 ･卒業生で良かったと思いますか？ （単位：人）

学　　　　　科 国文学科 史学科 地理学科 文化財学科 人間関係学科 現代社会学科
その他

合　　　計

性　　　別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 その他 計

Q８

１．とてもよかった 2 7 23 11 15 1 7 36 5 2 6 1 1 58 36.3% 58 54.2% 1 117 43.5%

２．よかった 3 3 22 9 15 5 20 19 10 8 14 3 1 84 52.5% 47 43.9% 1 132 49.1%

３．あまりよくなかった 0 0 0 0 2 0 2 1 0 0 0 0 0 4 2.5% 1 0.9% 0 5 1.9%

４．よくなかった 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.6% 0 0.0% 0 1 0.4%

５．わからない 0 0 0 0 2 0 3 1 0 0 2 0 0 7 4.4% 1 0.9% 0 8 3.0%

６．未回答 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 3.7% 0 0.0% 0 6 2.1%

　③その希望（目標）はかないましたか？ （単位：人）

学　　　　　科 国文学科 史学科 地理学科 文化財学科 人間関係学科 現代社会学科
その他

合　　　計

性　　　別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 その他 計

Q７
③

１．かなった 1 0 2 1 0 0 3 6 0 1 2 0 0 8 16.7% 8 20.0% 0 16 18.2%

２．ある程度かなった 0 1 7 2 2 1 3 6 3 0 1 2 0 16 33.3% 12 30.0% 0 28 31.8%

３．かなわなかった 1 0 4 1 5 2 3 9 2 2 1 0 0 16 33.3% 14 35.0% 0 30 34.1%

４．未回答 0 0 1 1 3 1 3 4 1 0 0 0 0 8 16.7% 6 15.0% 0 14 15.9%

　　理由
国文学科
 ・課外活動を通じて、よい仲間を持つことができた。
 ・ 今、思うとサークルやクラブに入ればもっとよかったと思う。でも、奈良に住んでいないと行けない行事に友達と行くことがで

きたり、アルバイトや就活、そして論文を書くということ等を体験することができたのでよかったと思っています。
 ・良い師や仲間に恵まれたことに加え、歴史ある奈良の地で学ぶことができとても充実していたから。
 ・特に派手な思い出はなかったけれど、好きなことをこつこつと続けられてよかった。
 ・ 大規模な大学とは違い、教授や就職課が生徒と近い感じがした。小規模な大学の良さだと思う。私達が在学した頃よりもっとい

い大学にしてほしい。
 ・様々な県から来ている学生が多くて、それらの友達を通して異文化交流？ができて楽しかったから。
 ・教授人が素晴らしかった。親身になって下さり、学問の知識も豊富でそれだけでこの大学に来て良かったと感じた。

史学科
 ・歴史ある奈良の町で勉強をすることができた。熱意のある先生が多かった。
 ・ 大きな大学にはない良さがある。少人数でみんなの顔が見える。ゆるい感じで、悪いところでもあるが、居心地のいい環境でし

た。
 ・言葉には上手くできないが、様々な事に達成感があり、次へのステップを踏み出すことができたから。
 ・ 今まで知らなかった知識や経験を積めて、自分の世界が大きく広がったと思うから。また、後悔や遣り残した事が多い反面、同

じくらい楽しかった事、大切な思い出ができたから。
 ・自分の好きな歴史、特に中国古代史の専門である角谷先生のご指導の下で学べたのは非常に有意義だったから。
 ・地元から出て広い世界に触れることができた。博物館、歴史遺産の見学などが特に有意義だった。
 ・ゼミ担当の教授とはあまり合わなかったものの、それでも自分のやりたい範囲の研究ができてよかったと感じている。
 ・歴史の勉強がいっぱいできたし、知らなかったことや考え直させられたこともあり、自分自身を高めることができました。
 ・多くのことを学び、経験できたから。
 ・様々な人と出会うことができたので。
 ・ もっと上手く奈良大学の様々なイベントやガイダンスなどを利用すれば専門的技術を修得できる環境にいたと思います。でもお

もしろい授業もたくさんあって楽しい学生生活を送れました。奈良大生になれてよかったです。
 ・ ２回生からゼミに入り、本格的な研究に取組めた。また、人数も少なく先生や他の学生とコミュニケーションを築くことができ

た。　
 ・ 他の大学ではできない実習ができ、当時の事物を再現することによって、本からではわからないことも身をもって体験すること
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ができたから。
 ・興味のある分野を追求できたこと。友人と出会えたこと。

地理学科
 ・行動力がついたと実感できたことが一番良かった。内定につながったと思う。
 ・ 就職課の方々が親身になって話しを聞いて頂けたので、就職への不安は少なかった。第１志望の企業に行くことができ、就職課

の方々にはとても感謝しています。
 ・進路も目的もないまま入学したが、入学後に色々学べて目標が見えたから。
 ・学生１人１人にとてもよく指導してもらった。
 ・学生と教授の距離が近くて、色々親身になって勉強のことや様々な悩みを相談にのってもらってよかった。
 ・自分の意志で反対を押し切って入学したから。自分のやりたいことができたから。
 ・様々な事を経験できた。
 ・ 先生方の体験談を聞かせて頂くことで将来の希望、自分の夢をもつことができました。「奈良大学」の個性あふれる学舎だった

と思います。
 ・明確な目的意識はなかったものの、学生生活の中で見つけることができた。充実していたと思う。
 ・ 奈良大学に入学したことで今までの考え方をやわらかくほぐすことができましたし、ユニークな先生に出会うこともできたので

有意義な４年間でした。
 ・とても勤勉な学生が多く、周りのイメージもとてもいい。そんな大学を卒業できた事はとても鼻が高い。
 ・奈良という、ある種特別な環境で学べたことに価値があったと思う。
 ・ 親元を離れ自分１人の力で生活していく力が身に付いたのと、自分と同じ将来を目指していくことになった先輩や仲間と多くめ

ぐり逢えたこと。
 ・夢が見つかった。
 ・やりたいことが見つかった。
 ・ただの学生生活で終わらなかった。

文化財学科
 ・ 自分を飾らずに、素の自分を受け入れてもらえました。先生も友人も皆良い人ばかりで後輩にも自信を持っておすすめできる大

学だと思えるようになりました。（初めは地味だと思っていました。）
 ・かけがえのない最高の仲間と出会い貴重な体験ができた。でも、自分の未来を見つけられなかった。
 ・おもしろい仲間が全国から集まってくるから。あと個性的な先生方が多くて勉強するのに意欲的になれた。
 ・友人関係にもめぐまれ、やってみたかったことは、大体行うことができたから。
 ・文化財や世界遺産が近くにある環境、多くの個性的な友人に出会う事ができて幸せでした。
 ・奈良大学で夢をかなえたから、本当に感謝しています。
 ・ 入る前と今とでは人生がすごく変わりました。文化財と人間のために、広い視野でがんばって行きたいと思います。口だけじゃ

なく本気でそう思える学問と環境と人間関係をくれた大学だからよかったと思います。
 ・良きも悪きも全てがつまっていた。求めれば求めるだけ返ってきた。

人間関係学科
 ・ 友達ができるか不安だったが、気のあう友達とで会い、部活動､ 勉強と充実した学生生活を送れたから。毎日忙しく生活でき

た。
 ・自分を成長させてくれるような人間関係を作ることができたからです。
 ・今の友達と出会えたこと、就職に関しても奈良大の就職課の先生は他大学に比べて親切で話しやすかったと思います。
 ・奈良大学でしか学べないことを学べたから。就活の時でもたくさん相談できてお世話になりました。
 ・人間性の成長において、多くの経験を頂きました。深く感謝申し上げます。

現代社会学科
 ・自分が何をしたいのかゆっくり考えることができたし、勉強も４年間集中して取り組めたので後悔はないです。
 ・サークル活動が楽しかったが、就職活動がうまくいかなかった。
 ・無事に就職もできたので良かった。
 ・一緒に学んでくれる人達がとても優しく、いろいろと助けてくれた。
 ・面白い人も多く楽しかった。アルバイト、大学を通して親しい友人もできたため。
 ・ 特に大きな目標を達成したなどということはありませんでしたが、自分らしくマイペースに４年間を楽しく過ごせたのでよかっ

たと思います。
 ・素晴らしい人間関係を築けた。
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３．次年度の計画について
　上記の実施状況、成果及び課題を踏まえ、平成22年度には概ね以下の取組を推進する。

４月

•全新入生を対象に、自己理解を促進するためのプログラム「自己の探求Ⅰ」を実施する。当初の予定

では、大学での修学目的や進路目標など明確に持っていない新入生のみを対象に実施予定であったが、

その判別が難しいこと、新入生の横のつながりを強化し、色々な交流を持つことで修学や進路の目的・

目標を明確にしてくれることを狙い、全新入生を対象に実施することとする。正課ではなく、あくまで

新入生のオリエンテーションとして位置付け、４月29日・30日の両日で実施する。

４月～１月

•今年度、年次別に実施した「キャリア形成支援ガイダンス」を次年度からは、全年次混同での形式に

変更し、今年度以上に「自立心」「行動力」「向上心」を意識し、それを何らかの行動に移すことができ

るよう「自立心・行動力・向上心」養成ゼミと改称し、内容もより積極的に参加ができるよう個人や集

団でのワークを中心に行う。このことで、より自己理解を深め、他者との関わりの重要性が認識できる

様に工夫して実施する。

４月～２月

•次年度も、就職活動を控える３年次生に対し、就職活動支援のガイダンスを実施予定であるが、次年

度は、より学生生活の充実の必要性を伝え、そして自己分析の確立により円滑な就職活動へと展開でき

るように、４月より実施する。内容もより希望進路別のような細分化した内容で実施する。

９月

•次年度も、継続的に卒業生在籍企業・団体に対して卒業生評価調査を実施する。

•３年次生が就職への意識が高くなるこの時期に、進路決定した４年次生を３年次生へのアドバイザー

（呼称：キャリアサポーター）として次年度も継続して設置する。単なるアドバイザーに留めることな

く、キャリアサポーター自身も更に能力向上を目指せるように、キャリアセンター内での活動を支援す

る。

９月～10月

•次年度も、全国８ヶ所において、保護者対象の懇談会を実施する。出来るだけ多くの保護者の方に進

路への関心を持っていただくと共に、参加いただくための工夫として、前期より学生個別でのより詳細

な状況報告を行うこととする。

９月～１月

•次年度も、１年次生後期に全学科必修科目として「表現技法Ⅱ」を開講する。今年度は、クラス数を

増やす（13クラス→15クラス）ことで、１クラスあたりの人数の均等化を図り、授業の精度の向上を目

指す。それと同時に講師間での講義目的の徹底を図るとともに、学生には積極的に講義目的伝達に努め

ることとしたい。

　　　

　全体として、保護者との連携を継続・強化するため、引き続きガイダンス等の出席状況を前期・後期それ

ぞれに保護者宛に通知する。

　また、「自立心・行動力・向上心」養成ゼミでは、実施前、実施後の変化を図るため、キャリアＵＰセル

フチェックシートによる自己診断を実施する。また、今年度予定どおり推進ができなかったキャリア支援科

目の正課化への取組をより具体化し、学内で承認されるよう推し進めたい。



－ 50 －

４．おわりに
　文部科学省の平成21年度「大学教育・学生支援推進事業」（学生支援推進プログラム）に本学の『「気づき

と振り返り」促進による自立心・行動力・向上心の育成』が選定されたことは、今まで文部科学省の大学教

育改革の支援事業に未採択であった本学において、極めて大きな意義を持つこととなった。以前より構想し

ていた学生支援を、この支援事業の選定をきっかけに形付けられることは、学生の進路支援を行う就職課に

おいて、改革の大きな推進力となると確信した。

　この数年来、自立出来ない学生や、低意欲で入学してくる学生の増加は、そのまま進路決定に大きな影響

を与えていることは、明らかとなっていた。多くの学生が本格的に進路を模索し始める３年次生になってか

らの進路に関する指導・ガイダンスに、限界を感じていた就職課では、初年次からの人間力の育成が不可欠

であるとの思いから、本学独自の「自立心」「行動力」「向上心」の育成を目標に掲げ、その取組に向け試行

錯誤を繰り返してきた。そしてようやく本年度から、教養部が主導する初年次教育と連携してキャリアデザ

インという概念を教育課程に組み込むことになった。すでに多くの大学で実施している「キャリア教育」

に、かなり時間を経て参入する形となった訳である。

　単なるキャリア教育の枠に留まるのではなく、「真面目だが消極的」のイメージの強い本学生が、積極的

に学生生活や将来と向かい合えるスタンスを形成することこそが重要であり、そのための「自立心」「行動

力」「向上心」の育成であることを、ようやく学内に発信することとなったのである。しかし、依然として

キャリア教育というと、「就職指導」と捉えられる傾向の強い大学において、キャリア教育＝人間力教育と

いう概念を学内で共有することはかなり困難であり、事業初年度の今年はそこに大きなウェイトを置かざる

を得なかった。具体的には、単に授業や課外講座、またキャリアガイダンスといった従来の枠に留まること

なく、家庭や課外活動（アルバイトやボランティアなど）でも学生各々が気づき振り返る習慣が身につくこ

と。またそのために色々な機会を提供することが学生の自立・行動・向上を形成していくものであると強く

主張しつづけた。したがって、本学はキャリア支援において、まだまだ途についたばかりといのうが正直な

所である。

　当然ながら、事業自体は成熟しておらず、正課以外の取組については、まだまだ学生への周知度が低く、

これからの改善が必要なことは言うまでもない。まして、この景気低迷による新卒者を含む雇用環境の悪化

が叫ばれる現在において、今一層の大学に課せられた課題は大きい。文部科学省よりあと２年支援いただく

本事業が、本学キャリア教育に一石を投じ、学生諸君の将来のための「自立心」「行動力」「向上心」の育成

となり、希望する進路を獲得してくれる一助になることを願うばかりである。
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